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－ 心そだち場楽習隊塾 － 





塾長：守田 連雲子 

 

 

 

活動を振り返って 

 

播磨ゆめづくり塾に「心そだち場樂習隊塾として参加して三年が過ぎました。18 年度、19

年度は、播磨町子育て学習センターを学びと癒しの場、拠とされていました多くの親子（80

組）の不安や残念さを幾らかでも補う為に、塾生の方々はご自分のスキルを活かして、参加

される親子にふれあい「愛」を伝えて下さいました。そして皆様はたくさんの感謝の言葉を

残され保育園、幼稚園へと進まれました。町内でお出会いしました時には、いつも元気のよ

いお声をかけて下さり、その姿から“子どもたちも幸せに育っている”と確信しています。 

 20 年度は、18 年度生まれのベビーちゃんと一年生ママの“コアラ抱っこグループ” 

（15 組）が存在感を発揮、可愛いからだ言葉で、15 人 15 色の発達を楽しませてくれました。

9人の子どもたちがお兄ちゃんお姉ちゃんとなり、ママのおひざの取り合いが始まりました。

困惑気味のママ、さあ…「愛」の伝え方に工夫が要ります。 

 

 ゆめつうしんの発行は、18 年度より「抱かれる子どもはよい子に育つ」医学博士  石田

勝正著から要約抜粋して伝えて来ました。 

20 年度は、播磨町の乳児健診、保育園、幼稚園校医をされている小児専門医の黒田英造先

生、米山温子先生にお願いして、子どもの健全育成への家庭環境づくり等のメッセージをい

ただきました。病気の時しかお話出来ない先生方の他方向からの子育て応援歌は、子育て中

のご家庭だけでなく子どもの育ちに係る全ての方々に愛読者になっていただきたいです。 

 東播磨地域でも 20 年 4月より小児科医の深夜診療が、中止となったのを受けて小児専門医

が救急医療のかかり方など、本当に緊急に必要な時の様子を見て地域のかかりつけ医を受診

するなど、急病時の対応対処を各地で説明されました。 

 等塾では、その資料から急病時の家庭での対処法を一部分ずつですが、活用していただく

為に、又子育てフォーラムの講師をしていただく小児科医土屋邦子先生の著書「赤い聴診器」

病気なんかに負けないぞ！の中からその時に合った内容のエッセイをいただき掲載していま

す。 

 各号の印刷数は、保育園、幼稚園、乳幼児健診時、各子育て支援グループ等で、3500 枚で

す。乳幼児は、健診時だけになります。なんとか毎回読んでいただける様な活動が必要なの

ですが‥‥‥ 

 以上の主な活動の外、行政のお手伝い、他の団体とふれあう行事など、幼い子どもたちの

参加出来る催しに色を添えました。塾生の皆様には、仕事、介護、子育て諸活動と多忙な中

ご協力をいただき感謝しています。これからも私たちの塾でしか出来ない活動、愛をどう伝

えるのか、学びながらの実行です。まず自身のまわりから、愛の運び手となって温かい地域

社会をめざしたいです。ありがとうございました。 

 

（Ｎｏ１４～19の夢つうしんは資料編に添付しております） 



塾生：佐伯 美代子 

遺跡がとりもつ嬉しい思い出 

 

 昨年の夏以来、加齢による筋肉の衰えと言われ、脚に腕に痛みがあり塾生の方々にも色々

ご迷惑をおかけし申し訳なく思っています。一年をふり返って何か感じたことを書くように

と言って下さったので、遺跡まつりに関連して嬉しい思い出を書くことにしました。 

 当日のお手伝いは、行列に参加する親子の着替えた服や、その他の物の番をするという私

にとっては有難い仕事を考えて与えて下さったと思うのですが、緑色の貫頭衣を身につけ

嬉々としてはしゃぐ幼子達を見ていると、弥生時代をこの地で生き、このようにたくましく

元気に生きたであろう子ども達と重なって、色々な思い空想が頭の中で巡り何とも穏やかな

気持ちになりました。そしてふと遺跡がとりもってくれた一人の嬉しい交流のあった事を思

い出したのです。それは一昨年、田辺聖子さんの推薦される福地渓谷に友人達と出掛けた時

の事、丁度紅葉の季節でもあり時間にゆとりもあったので、渓谷美を楽しみがてら、宿で頂

いた観光案内を見ながらの途中、遺跡公園とあるのを見つけ大中の事が頭にあっただけにそ

ちらに足を運びました。差し出された名簿に記帳しかけた時、「エ－あんた方、播磨町の方」

｢私、この間行ってきたばかりや。立派なもんが完成したねえ｣キョトンとしている私達に向

かって｢私なあ、あそこの発掘に行ってたんや。家の者からは、学校休まんと行けと叱られる

けど、色々面白うて、発掘休みの時だけ学校に行ってたんや｣話はとめどもありません。要す

るにそんな縁でご招待を受け行かれたのでしょう。そして嬉しい事に、あの時の古代人の行

列を特に緑色の貫頭衣をまっとった子ども達のことを「あれ本当によかった。愛らしかった

なあ」私は、あれはきっと塾長さんたちの発案だろうと思って、思いっきり丁寧にお礼を言

いました。その後発掘された土器、復元された模型の住居等丁寧に説明して下さいました。

最後の方に｢私はここで役所に入り、今はここの館長をさせてもらっている。｣まあなんて仕

合せな方だろう。好きな事を仕事として生きていられる。仲間と共に「羨ましいですね。お

元気な限りお仕事続けて下さい」の思いでお別れしました。紅葉と渓谷美めあての旅が私に

とっては、素晴らしい方とお会い出来た嬉しい旅になりました。 

 少し長くなりましたが、私は、今楽々クラブに入り、転倒したり、寝たきりにならぬよう

気をつけてこれからも自分に出来る範囲の事をしたいと思っています。 

 

 

 

 

 美代子先生は、お孫さん方と米寿のお祝い

をされると言われていました。 

先生は、2０年近くボランティアとして支

えて下さり、私たちの「地域の子育てに寄り

添う会」の会長としてご指導をいただき、活

動費についても助けて下さっています。後に

続く者として感謝しながら見倣って行きたい

と思っています。ありがとうございます。 

塾長 



塾生：安福 かよ子 

子育ての輪 

 

夢づくり塾３年目を迎え、次々子どもたちが成長して行き、今年は「コアラだっこＧ」 

が中心の活動となりました。次の出産を迎えられたり、新しい方が参加されたり、ほほえま

しい事が続きます。今年の活動の一つは医療への関心に向けられ、医師会が中心になった急

病対応の仕方をＰＲしたり、土屋邦子小児科医を囲んで、病気の対応を話し合ったり、“心そ

だち場樂習隊つうしん”では、町内二小児科医の貴重なメッセージを頂いています。 

 この頃の若いお母さん方は育児経験も少なく、周りからの温かい助言も少ないので、子育

てに寄り添い、共に成長していくこの塾はとてもありがたいと思います。私事ですが、内孫

達と息子の嫁といっしょに参加できるのも喜びです。メンバーの魅力あふれる方々にお会い

できるので、「この輪がずっと広がっていけばいいな」と思っています。 

 

 

●小児科医 土屋邦子先生のご講演（子育てフォーラム）のご報告をします。 

   子どもにとって一番の主治医は保護者です。子どもを育てるためなら何も怖いものが

無い、母親の自信に感動します。子どもの様子が心配な時 

①いつも通りに機嫌が良いか 

  ②よく食べているか 

③おしっこが出るか 

④おもちゃで遊んでいるかが目安です。 

   人間の自然治癒力を発揮させる為普段から栄養をとっておくことが大切です。早寝、

早起き 朝ご飯、火を通した温かいものをバランスよく…三歳までは体を使って友達とも

よく遊ばせます。六歳までは子どもは神の子、日々の細やかで丁寧な世話が子どもの一生

の人格を「つくる」ので肩の力を抜いて、でも覚悟を持って子育てをしましょう。 

   土屋先生の確かな知識と親子へのあふれる愛情がどんどん伝わって来ました。目から

うろこの一時間半でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



塾生：松井 昭雄 

私の仕事 

 

 大豆の加工：豆乳、豆腐類、湯葉製品、黒豆の飲料、黒豆の納豆 

 このような製品作りにおいて、私自身が心がけてきたことは、良質で美味しい食品を製造

すること、美味しくて体に良い大豆加工品をお客様に提供することです。もちろん今も工夫

を続けています。私は生涯、今の仕事を続けて生きたいと願っています。 

 製品作りの内容が少しずつ変わってきました。 

 約 30 年前、父から受け継いだときは、豆腐類だけを製造していました。父が亡くなり、母

とパートタイマーの従業員二人で、木綿豆腐、絹豆腐、焼豆腐、うすあげ、厚揚げ、ひろう

す、これだけの製品を手作業で作りました。すぐに、注文量が増えてきました。生産ライン

を機械化して大量に生産しました。また、同時に湯葉製品の研究開発もはじめました。湯葉

は三年ぐらい経ってから少しずつ売れてきました。美味しい湯葉を作るために、いろいろな

原料大豆を探しました。水と大豆だけで作るので、水も良いと思われるセラミックの渇水装

置を導入しました。更に加工方法もいろいろ工夫しました。やがて、お客様から｢美味しい湯

葉｣ということで｢進物用の湯葉｣として利用してくださる方々が増えてきました。又、ホテル、

日本料理、和風レストラン等でも、私共の湯葉を食材として使ってくださるところが少しず

つ出来てきました。さらに、美味しい湯葉をつくるために、原料の一部に高価な黒豆、丹波

黒大豆をブレンドすることもはじめました。又、黒豆 100％で湯葉を商品化することも始め

ました。普通の大豆製品でも体に良いことは皆さん方もよくご存知のことと思います。黒大

豆は、更にもっと良いのです。漢方の文献によると｢黒い大豆は薬｣であるという表現が数ヶ

所あります。健康と長寿を願ってお祝事の時、お正月のおせち料理には必ず黒豆が入ってい

ます。我々の祖先からの素晴らしい知恵だと思います。黒豆は健康を象徴する食材と位置づ

けしているのです。更に漢方の文献によると薬である黒豆の加工方法として｢煮汁｣がよいと

されています。複数の文献で｢煮汁｣という加工方法が良いと記されています。すなわち「表

皮の黒い成分」が体に良いのです。このようなことを学んで私は｢丹波黒豆煮汁｣という冷凍

食品を商品化して販売しています。多くの方々に本当に喜ばれています。最近では多くの食

品企業がまねをして缶詰で製品化しています。しかし冷凍食品が一番良いのです。このよう

に黒豆の製品化の流れで黒豆の納豆も商品化しました。納豆は｢世界が認めるスーパーサプリ

メント｣と言われるほど健康に良いのです。 

 仕事を通して学ばせて頂いたこと。大豆の加工という仕事に取り組んでいるお陰で、いろ

いろな人との出会いがあります。小学校の栄養士さんの依頼で始まった小学生を対象にした

豆腐作り、コミュニティセンターで一般の人々に豆腐作り、また大豆が体に良いというお話

等、いろいろなかたちで地域社会の方々とのかかわりをもってきました。 

 変わった取り組みでは、｢地域教育委員会｣という立場にあった時、小学校で｢お弁当の日｣

という取り組みをスタートさせました。さらに｢食事｣｢食べること｣これは私たちの健康に直

接つながります。お陰で健康管理の方法も年は取ってきましたが、上手になりました。その

一つに｢水｣の大切さもすこしずつわかってきました。 

 私は自分で今の仕事を選び、また大切にしてきました。仕事（業務の内容）が大きく変わ

ったこと、自分自身の健康管理の経験から｢良いことを願い続ける｣ことの大切さ、心の持ち

方が私たちの将来を左右することも学ばせて頂きました。 



松井氏の講演を聞いた高校生からの感想文です。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

播磨南高校 Ｎ．Ｋ

私の将来 

 

 私にとって今回の講演で、聞いたことは興味深いものばかりでした。中でも新製品開

発の過程での試行錯誤については、一番興味深く感じました。松井さんは以前（豆腐製

造業を受け継いだ当所）は豆腐を中心にあげやがんもどきなどをスーパーに出荷されて

いたそうです。スーパーに出荷するための苦労話もありましたが、私が興味を持ったの

は、その後、湯葉の販売に着手されてからのことです。最初はあまり馴染みのない湯葉

は売れなかったそうです。しかし原料の豆、水にこだわり添加物を使わなくなったこと

で、徐々に売れ始め黒豆を使った湯葉も開発したそうです。「美味しいものには、見た

目、味、安全、価格など様々な要素が必要で、そのための努力が大切である」とわかり

ました。 

 私の将来の目標は、体のことを気にせず満足いくまで食べられるスイーツを作ること

です。その目標が、今日の講演ではっきりと具体化し、とても参考になったと思います。

お忙しい中わざわざお越し下さった松井さんに改めて感謝したいです。 

 

 

 



塾生：多木 佳世子 

夢つうしん 

 

私たちの塾では、２ヶ月に１回｢心そだち場樂習隊つうしん｣を発効しています。中央公民

館、コミセン、福祉会館等公共施設に置いたり、幼稚園や保育園、乳幼児健診時にも配布し

ています。 

 今年度は｢地域医療者からのメッセージ｣と題し、小児科医の黒田先生と米山先生が診察室

から見える子どもたちの様子や、気になること、気付いたことを書いて下さっています。『朝

ごはんはだいじだよ』では、なぜ朝食が大切なのか、『子どもとメディア』では携帯ゲーム等

の過剰なメディア漬けが子どもの発達にどんな支障をきたすのか、『病気の時こそお父さんは

冷静に』では、子どもの急病時の親の心得とは――医学的な内容も含めて平易な言葉で説か

れています。 

 家族で囲む食事が、何よりも｢心の栄養｣になるという『こどもの幸せ』のお話は、全ての

世代の人達にも当てはまる大事なメッセージだと思いますし、『こどもとメディア』は、最近

多い携帯電話が常時手放せない人達にとっても、周囲の人達としっかりコミニュケーション

できているか今一度考え直すきっかけになると思います。 

 「つうしんを娘に送ってやったわ。」｢子育て終わったけど（つうしん）もらって帰るね。｣

というお声を頂くことがあります。是非、つうしんを手に取っていただき、手近な所に置い

て、何度も読み返していただけたらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塾生：福井 香理 

夢づくり塾に参加して 

 

 生まれてまもない赤ちゃんがベビーカーに乗って、幼いお兄ちゃんお姉ちゃんが、お母さ

んに手を引かれて夢づくり塾に参加されている姿は、ほほえましくもあり、がんばっている

背中に拍手を送りたくなります。 

｢何かお手伝いできる事があれば｣の気持ちで、塾に参加していますが、頑張るお母さんと子

どもたちの力強さや成長する場面を共有できる時間が、反対にパワーをもらっているように

思います。 

 過ぎてしまえばただなつかしさや愛しく感じるばかりの子育ての場面ですが、いろいろな

子育て世代の経験や新しい情報、町内でのトピックス等が満載の｢心そだち場樂習隊｣の時間

が、がんばるお母さんの栄養になり、明日の子育ての活力になればうれしいです。 



塾生：笠原 和泉 

３年目の『樂習の証』作り 

 

 ボランティアグループ「おひさま」にとって今年で３回目となる和紙の「樂習の証」 

作りです。 

 「樂習の証」作りはメンバーのそれぞれの秘めた力が表に出る機会だと思います。写真を

貼るための和紙を試作していくうちに、心も手先も繊細なＹさんが優しい花模様とほんのり

ぼかした水玉模様を作り出していました。温かい親子の皆さんの写真に似合うだろうなと思

いました。 

 樂習の証の印刷は一枚づつ『プリントごっこ』でしています。一連の作業がスムーズにい

くことはまずなく、小さなトラブルの連続ですが、その度にＫさんのアドバイスに助けられ

て乗り切り、心をこめて仕上げることができます。 

メンバーひとり一人が得意なことも、苦手なことも、挑戦、失敗を繰り返して気持ちをひと

つにして樂習の証を作り皆さんにお届けしています。 

 さて今回私は塾長から、もうひとつ作成を依頼されたものがありました。医院、施設を訪

れた人に、｢心そだち場樂習隊塾の『つうしん』を手にとってもらいやすくするための、ポケ

ット式壁掛けの『つうしん』入れです。私は図工の成績がいつも「ふつう」だったので、工

作が決して得意な方ではありません。 

 塾長の、あらゆる立場の人たちへの細やかな心配りを形にするため、何度も試作を繰り返

し、苦悩、苦痛が続きましたが、私なりに精一杯作りました。私は作りっぱなしですが、最

後の詰めや、活用を継続してお世話してくださる塾長に感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



塾生：河村 知里 

 

夢づくり塾｢子育て樂習隊｣ 

 

 11 月 23 日の｢日本文化の集い｣では、たくさんのおじいちゃん、おばあちゃんと小学生に

高校生のお兄ちゃんお姉ちゃんたちと、0 歳から 3 歳の小さな子どもたちまで、たくさんの

異年齢の人々が集まり、播磨南高校の吹奏楽部による楽しい演奏と歌、老人大学のおじいち

ゃん、おばあちゃんたちとのたくさんの昔遊びがありました。 

 また、この催しの一つにみんなで童謡遊びのリーダーをさせていただきました。おじいち

ゃん、おばあちゃんたちと「げんこつやまのたぬきさん」を歌い、ジャンケンゲームをしま

した。｢勝った！｣｢負けた！｣｢あいこだ！｣楽しい声があっちこっちから聞こえてきました。

子どもたちの声はもちろん、必死に勝とうとするおじいちゃんの姿が微笑ましく歌声にも、

だんだんみんな力がはいっていました。そして｢とうりゃんせ｣では、おじいちゃんおばあち

ゃんたちにトンネルを作ってもらい、その中をお母さんと子どもたち、小学生、高校生たち

がワクワクしながら「とうりゃんせ、とうりゃんせ」と歌いながらくぐっていきます。最後

の｢怖いながらも、とうりゃんせ、とうりゃんせ」で捕まるとみんな｢わぁー｣｢きゃー｣ととて

も、楽しそうでした。みんなの声も段々大きくなってきて、盛り上がってきました。こんな

にたくさんの小さな子どもから小学生、高校生おじいちゃんおばあちゃん達とふれあい、楽

しめる行事はなかなかなく、この行事に参加された一人一人今日は、楽しい一日となったと

思います。この行事に参加しリーダーさせて頂き、私自身の貴重な体験もさせていただきま

した。 

 

 

 

 



塾生：西山 陽子 

親子ふれあい遊びに参加して 

 

 ２月 14 日（土）中央公民館大ホールにおいて、神戸松蔭女子学院大学教授の勝木洋子先生

をお迎えして、親子ふれあい遊びを楽しみました。 

 まず、わらべうたにのって抱っこやおんぶ、肩車などで親子のスキンシップを楽しみまし

た。次に、新聞紙を使って親子で遊びを考えました。ボールとバットを作って野球ごっこ、

ボールをけってサッカー、新聞紙のしっぽ取りなどをしました。そして、持ってきた 1 週間

分の新聞紙をビリビリに引き裂いて紙吹雪を作ったり、その中に埋もれたり、寝転んだりし

て、親子で楽しいひと時を過ごしました。 

 勝木先生は「親子で一緒に遊びを考えたり、一生懸命子どもと遊んだり、楽しむ姿が子ど

もの心を豊かにし、満たしていくのです。」と話されていました。 

 その後、塾生と勝木先生を囲んで、今の子育て支援について話し合いました。 

 ｢親子が自由に行って遊ぶ場所はたくさんありますが、親になる支援プログラムを学ぶ場所

が少ないです。二つの場所があるといいですね。｣と話されていました。 

 私も、お母さんと子どもが心をつなぐ大切な時期に、お手伝いができてよかったです。 



塾生：村上 安子 

心そだち場樂習隊塾に参画して 

 

心そだち場樂習隊塾に参画して３年が過ぎようとしています。 

グループ活動から、町の行事に参加したり、講演会をしたり、様々なプログラムを行いたく

さんの方に参加していただいております。 

 又、夢つうしんを発行して、１９号目が出来あがりました。１号～１３号は、「抱かれる子

どもはよい子に育つ」をお母さんの視点で、要約して発行致しました。現在は１冊の冊子と

して手づくりでお届けできるようになりました。１４号からは、医療者からのメッセージを

播磨町内の小児科医の米山先生、黒田先生から、お忙しい先生方ですが、原稿を書いていた

だいております。今は、その心にひびく夢つうしんをひとりでも多くの方に読んでいただき

たいと、塾生一丸となって、播磨幼稚園、播磨西幼稚園、蓮池幼稚園、蓮池保育園、播磨保

育園、播磨中央保育園、キュウピット保育園、米山小児科、黒田小児科、各コミセン、福祉

会館などに配布をお願いしております。 

 現在、子育ての情報は、世の中にたくさんあふれていて、若いお母さん方にとっては、ど

れを参考にしたらいいのか迷われていることと思います。ご自分の子育てに合った情報を見

つけ出し、未来ある子どもたちを生き生きと育ててほしいと思います。 

 

ボランティアグループ

「エプロン母さん」に

お願いして 

 



コアラだっこ 子育て交換ノートより 

法積 千秋・悠希 

１．育児休暇満了 

 

悠希が 2歳になると同時に、私の育児休暇も満了となります。 

 私は元来ぐうたらなので、“専業主婦”になると、だらだらとテレビを見たり、昼寝をした

りして時間を過ごすことになってしまいそうだと思っていました。社会の一員として働いて

いることに誇りを感じてもいましたので、結婚するときも、出産のときも、退職することは

あまり頭にありませんでした。それどころか業務の過渡期に休職することで、自分が取り残

されるようで歯がゆくも感じていました。 

 けれども今、そんな思いはすべて吹き飛んでしまいました。 

悠希を授かったことで価値観が一変したと思います。 

懸念していた“専業主婦”のぐうたら生活なんて悠希が許してくれません。出産してから

私はほとんどテレビを観なくなりました。昼寝したくても、悠希が寝てくれないことには何

もできません。パワーをもて余す悠希をいかに疲れさせてよく眠ってもらうか。その為毎日

いろんな場所に遊びに出かけました。 

子育てをしていると、いろんな事にぶち当たりますが、その度「ああ、今が本番だあ！」

と思います。今まで私が経験してきたことや、見聞きしてきたことを統括して判断する。そ

して悠希へ伝える。私の今までの経験はすべてこの本番の為のステップだったのかなあと思

えます。 

今、主人がいて、我が子がいて、みんなで一緒に色々経験できることを本当に幸せだと感

じています。とても充実したこの時間をかけがえのないものだと感じています。 

このまま退職して今の生活を続けたいという気持ちも大きいのですが子どもを得たことで

より真摯に“働く”ということに取り組めそうだと感じてもいますし、またそれを子育てに

生かせそうだと期待してもいます。 

不安と期待でいっぱいですが、悠希のおかげで広がった世界をさらに広げて行きたいと願

っています。 



 

田淵 繭美・雄希 

２．この 7月で 2歳 

 

 今回、2回目のノートが回ってきました。 

去年 1 年間「コアラ抱っこ」に参加させていただき本当に色々な経験をしました。初めて

の子育てで、わからない事や心配なことだらけでしたが、もう 7月で 2歳になります。 

「魔の 2 歳」という言葉をよく聞きますが、自我が出てきて何でも自分でしたがる、何で

もイヤイヤ…親としても大変ですがそれも成長なんだなあ～と思います。それと同時に言葉

もよくしゃべる。何でも覚えて、身振り手振りで伝えてくる姿がたまらなくかわいいです。 

守田先生、村上先生も忙しい中、継続して頂き大変感謝しています。ありがとうございま

す。これからもよろしくお願い致します。これからも親子共々一緒に成長できたらなあ～と

思います。 



 

川中 明美・綾子 

３．播磨南高校訪問 

 

お疲れ様です。川中です。今回 2回目のノートになります。 

 さて、早速ですが本日のコアラ抱っこは播磨南高校訪問をしてきました。2組に分かれて、

私達先発組は朝 9:30～10:45 の約 1 時間程で親子さん 10 組位、高校生 18 人いました。 

 内容としては、子ども 1 人に対して高校生 2 人が付く形となってゴザを敷いたお部屋の中

で玩具と一緒に高校生と戯れる雰囲気…かなあ？あとは、ママさんと高校生が妊娠中や育児

中の苦労話を個々でしてって感じでしたが、残念ながら私はあまり話せなかったです。丁度、

綾子のお昼寝タイムでグズって大変でして、あっという間の 1時間になってしまいました。 

 後発組は朝 10:30～だったので最後の方で一緒になりました。しかし、子供を見ていた高

校生が「かわい～」と叫ばれて（？）皆さん、母親としてメチャ気持ち良かったと思います！ 

 よくココまで育ててきましたよ、私達！！←誰かほめて欲しい！ 



 

有澤 利日・稔平 

４．日本文化のつどい 

 

「日本文化のつどい」に参加させて頂きました。 

播南の高校生の方とは 6 月に 1 度交流をもたせていただく機会があり、その時に若いエネル

ギッシュなパワーを感じました。 

 今回も主催が播南の方ということで楽しみにしていました。久しぶりに舞台を見ることが

出来、小学生の日舞、吹奏楽部の演奏などのすばらしい時間をすごさせて頂きました。特に

ことぶき大学の方がパタパタ鶴と紙飛行機の折り紙のおり方を教えて下さった事が印象に残

っています。 

 年代それぞれの方々が集まったつどいで「折り紙」というシンプルな遊びをすることで、

さまざまな楽しみ方があるのだなあと感じました。お土産の中にも入っていた折り紙の袋は

稔平もわくわくしながら開けていました。 

 「とりパタパタ」「星（風車のことです）くるくる」などお話しながら今日のつどいの時間

で作った折り紙お土産も大切に遊んでいます。 

 貴重な体験をさせて頂きました。ありがとうございました。おからクッキーもとても美味

しくいただきました！ 



 

池田 直子・悠朔 

５．「こどもの館」へ 

 

「こどもの館」へバス旅行！ 

11 月 23 日、朝からお天気に恵まれ出発です！「おはようございます」とみんな元気いっぱ

いにバスに乗り込みました。姫路まで約 1 時間で到着です。私も子供と一緒にみんなでバス

に乗るのが初めてで、途中ぐずったら…と少し心配でしたが、全くぐずらず無事到着です。 

 「森の中に建物が…」「見えてきた」みんなワクワクです。守田先生が「桜の頃」「五月の

節句の頃」それぞれの季節になるとまた楽しいよと教えて下さいました。自然にふれあうこ

とができるところです。 

 落ち葉のあるところを歩いたり、水のせせらぎを見たり。子供は何でもないところでもす

ごく楽しそうにしています。どんぐりや落ち葉を使って工作をしました。子供以上に私達も

自然を感じることができました。またプライベートでも是非また訪れたいです。たまには戸

外でお弁当を食べるのもいいなあと思いました。毎日、育児、家事と忙しい毎日ですが、自

然とふれあい気持ちいい風を感じる、有意義な一日でした。 



 

伯井 美和・紗彩 

６．絵本大好き 

 

今日は来週のクリスマス会についての話をしました。 

 川中さんが持ってきてくれたかみしばいをすることに決まりました。家では毎日読み聞か

せをしています。絵本が見たくなったら“読んでちょうだい”って言って持って来ます。そ

して私の膝の上に座って一緒に絵本を見ます。何回も見ている本の内容は覚えてしまってい

るらしく、紗彩の方から“むかしむかしあるところに～”と私に読み聞かせをしてくれます。

夜、寝る前が多いのですが、この時間は 2人にとって楽しい時間です。 

クリスマス会ではいつもと違って大きな紙芝居なので楽しみです。そしていつもコアラ抱

っこでの手遊びはどれも気に入っているみたいで家でもよくやっています。♪ガタガタバス

♪や♪手のひらを太陽に♪などいろんな歌をうたっています。会話も普通に成り立っている

ので毎日楽しいです。分かりすぎている分、“ごまかし”は全くといっていいほどききません

が…。日々成長を感じます。もう少し落ち着いてくれたらなあと思うときもありますが、元

気に楽しく遊んで、会話して毎日ニコニコしているのを見ていると本当にうれしく思います。

来年のコアラ抱っこも楽しみにしています。 



 

五百蔵 紀子・翔陽・美桜 

７．クリスマス会 

 

今日は本年最後のイベント“クリスマス会”でした。 

和室だったので 9 ヵ月の子供がいる私にとってはとても助かりました。今日の翔陽は最初

は守田先生のお話をちゃんと座って聞いていて、川中さんの紙芝居（絵本）はまん前だけど

おとなしくしっかり絵を見ていて、先生の注意も率直に聞いていました。こういう時しか、

少し親としてちょっとキョリを置いて見る機会がなく「翔陽ってこんなお兄ちゃんになって

んなあ。絵本すきやったんや…ちゃんと集団の中にとけこんで、みんなと一緒に座ってる

～！」っておどろき、うれしかったです！1才半～2才 2 ヵ月頃までは「イヤ⊗²、ギャーギャ

ー、抱っこ⊗²、帰る～、ワァーン」ばっかりで大変でしたが、最近は 言って聞かせる→自

分で落ち着く が出来るようになってきました。来年は、他の人に思いやりが持てるように

なったらいいな…。 

そして今日は先生方、子供たちのために、クリスマス会をして下さって本当にありがとう

ございました！また、本年中は大変お世話になりました。来年もよろしくお願いいたします。 



 

坂上 恭子・陽咲・虎太郎 

８．あけましておめでとう 

 

 2 人目を出産してから、初めて参加しました。 

 今日は折り紙でコマの作り方を教えて頂きました。折り紙は 3 枚使用し、すべて折り方

が違っていたので、きちんと聞いていないと分からなくなり、少し難しかったです。出来上

がりは良く、子供もとても喜んで遊んでくれたので良かったです。 

折り紙なら家でも外でも簡単に使えて楽しいので、他にもいろいろと教えてもらいたいで

す。もう少し大きくなったら一緒に折って楽しめそうなのもあればぜひ教えてほしいです。 

 久しぶりにコアラ抱っこに参加して、陽咲はとても嬉しそうで、虎太郎もずっと機嫌が良

かったので、頑張って行って良かったです。これからはまたどんどんと参加していきますの

で、よろしくお願いします。 



 

安福 さつき・大智・颯志 

９．今年は子どもとどう向き合うのか 

 

 今日は、久しぶりの参加でした。ハンドベル、鈴を使って子どもたちと楽しく歌いました。

下の子颯志も歌にあわせて楽しそうに手をたたいているのでビックリしました。少しずつい

ろんなことができるようになっているんだなぁ…。と発見でした。冬は風邪が流行する時期

でうつったら嫌だなと思うとなかなか外出できないでいる私ですがこうしてお友達と一緒に

なって遊ぶことは大切で子どもたちの成長にもつながるんだなぁと大智や颯志の楽しそうな

姿を見て思いました。今日は、今年の目標を発表したのですがもう一つ増やそうと思います。

「～がいやだから」と外出せず家にこもるのではなくて、どんどん外出して子どもたちにい

ろんな世界を見せてあげようと思いました。 



 

永野 しのぶ・舜太 

10.「鬼」のぼうし 

 

 今日は包装紙を使って「カブト」を作りました。久しぶりに作ってみると作り方が分かり

ませんでした（笑）カブトをかぶって、みんなで写真も撮りました。昨日が節分だったとい

うことで、今日のおやつは「お豆」を頂き、歳の数以上、舜太は食べていました！「パンダ・

コアラ・ウサギ」や「手のひらを太陽に」をみんな楽しそうに歌っていました。 

 最近は自我が出てきて、笑わせてもらうことが一杯で成長を感じる毎日です。一杯の幸せ

も舜太からもらえます。急に何でも出来るようになって、ビックリすることもあります。そ

の反面、つい「ダメ！」と言ってしまうことも増え自己嫌悪になることも多々あります。心

の広い母親になれるように一緒に成長したいのですが…気持ちに余裕を持ってがんばりま

す！！ 

 

感想「コアラ抱っこに参加して」 

 初めての子育てで慣れないこと分からなくて不安になることばかりでしたが、コアラに参

加していると誰に聞いていいか分からないことでも（ちょっとしたことでも）先生にすぐ聞

け、アドバイスをもらうことができるので私にとってはとても大事な場所です。子どもにと

っても色々なお友達と接することはとても大切で特に一人目は周りが大人ばかりなので、同

年代のお友達と接して帰ってきたら他の子のしていたことをまねしたり１日で成長を感じま

す。 

 普段では聞けない、色々な先生の話を聞けたり教室を開いてくれたり子どもの成長に大切

なことをたくさん教えて頂いています。去年は姫路の「子供の館」へバス旅行にも連れて行

って頂いて、親子 3 人とても楽しい１日でした。パパが参加できる行事やバス旅行の機会が

増えれば嬉しいです。 

 私個人のことですが、子供を伸び伸びと成長させたいのですが「我がまま」と「伸び伸び」

の区別はどうしたらよいのでしょうか…「しつけ」もどの程度まで見守ったらよいのか…コ

アラの中で教えていただければ幸いです。 



 

田原 佳代・萌恵・伸也 

11．「コアラ抱っこ」に参加して 

 

 今年度は、第二子の出産もあり、あまり参加することができず、残念でした。でも久々に

参加しても快く受け入れて下さり、感謝の気持ちでいっぱいです。また、講演会や活動には

先生方をはじめ、サポーターの方々が、いつもサポートしてくださったので、勇気を持って

安心して参加することができました。最後になりましたが、いつも回りの方々に感謝をしな

がら、これからの子育てに生かしていきたいです。 



 

為田 恵美・涼菜 

12．渡辺友江先生 元八千代町（両親教育インストラクター）を迎えて 

 

 今回はピアノを弾いてくださる先生がいらして、みんなで歌を歌い楽しみました。やっぱ

りみんな歌が好きなのかピアノの音がなりみんなの知っている曲が流れると手をたたいたり

リズムに合わせて体を動かしたりしてとても楽しそうでした。たくさんのお友達と歌を歌う

ことが滅多になく普段は私と２人なので涼菜もみんなで歌う楽しさを少しでも味わえたので

はないかと思います。とても楽しそうにいい顔をして歌っていたのを主人に話すと“見たか

ったなぁ～”と残念がっていました。またみんなで歌を歌ったり楽器を持って音をならした

りして遊んだりしたいなぁと思いました。「みんな一緒に何かをすることの喜び」を学んでい

けたら嬉しいです。 

前列左 為田恵美さん、涼菜ちゃん 

後列右から三人目 渡辺先生 



 

竹元 美希・碧 

13．「コアラ抱っこ」に参加して 

 

 「コアラ抱っこ」に参加して約１年が経ちました。最初の頃、碧がとてもおとなしく、い

つもの自分をだせていませんでした。私はそのことを心配して不安になったことがありあま

した。 

 しかし先生や友達がいつも優しく接してくれて夏はプール秋はバス旅行、冬はクリスマス

会と四季を通したイベント等に参加していくうちに碧の表情や態度に変化が出てきました。

私の側から離れて友達とおもちゃを取り合ったり、先生の側に行って相手をして欲しそうに

したり手遊びを一緒にするようになりました。笑顔が増えたのがとても嬉しいです。 

 イベントの中で特に喜んでいたのが「バス旅行」と「ピアノの先生」だと思います。「バス

旅行」ではこどもの館の自然が印象的でした。こども達が落ち葉を踏んでいる音を聞いて懐

かしい気持ちになりました。室内のプレイルームでも楽しそうにはしゃいでいましたし、み

んなと外でお弁当を食べたのもいい思い出です。 

 「ピアノの先生」にはたくさんの童謡を教えていただき、親の私も癒されました。こども

は、生演奏を集中して聞いて、手遊びも積極的にしていました。 

 また、イベント以外では最近２人目を妊娠出産されるお母さんが多いので、２人のこども

の育児の大変さや一人目の心の成長を間近で見ることができてとても勉強になります。近い

将来、私も２人目を欲しいと思っているので相談できる先輩や先生がいてくれることは心強

いです。こどもも友達の兄弟姉妹を見て何か感じることがあると思います。 

 このように、親もこどもも成長できる場を提供していただいて、とても感謝しています。

ありがとうございます。これから、ますます成長する子供に喜んだり不安になったりするこ

とがあるかと思いますが先生や友達に相談して一人で抱えこまないように楽しく育児をして

いきたいと思います。 



 

川中 明美・綾子 

14．「コアラ抱っこ」に参加して 

 

 「コアラ抱っこ」は、近場にある子育て支援センター等で知り合えるママさん達とは違っ

た、少し戦友みたいな感じのママさん同士の集いであると私は思います。 

何故なら、この「コアラ抱っこ」は初産で、尚且つ、同学年の子供を持つママさん達の集

まりですから、同じ立場で同じ悩みを抱えたママさん達なので、とても気持ちを分かち合え

る仲間なのです。子育て支援センター等で知り合ったママさん達も、勿論、参考になります。

しかし、２人目・３人目の子供を持つママさん達や先生方に「大丈夫、大丈夫！適当でも、

子供は育つものよ」と言われても…何もかもが初めてな子育ての私達にとっては、少しの熱

や咳、ちょっとした下痢やオムツかぶれだけでも不安いっぱいです。適当に出来ないのです。 

 周りのベテランママさん達にしたら、そんなちっぽけな些細な事柄でも、お互いに“真剣

に”相談しあえて、悩みを“共有”し合える「コアラ抱っこ」は本当に私の子育てに対する

精神的不安を取り除いてくれるサークルなのです。 

 子供が同学年のママさん達の悩みなので、相談内容が一致するだけに、守田先生たちから

の助言も分かりやすくて受け入れやすく、確かに、サークルに参加した後は、わが子に対し

て優しい気持ちで接していけます。ただ、そういった優しい気持ちを毎日継続できないのが

難点で、毎回「コアラ抱っこ」に頼ってしまうのが現状です。また、子供同士も同学年だけ

に「ひと月立てば、うちの子はああやって成長するんだ」と、わが子よりひと月ぐらい早い

他の子供さんの成長振りを観察することも出来ますし、そのママさんからのアドバイスも聞

けたりして、これだけでも自分の子育てに対して、少し自信につながっていくのです。 

 とにかく、私は自分の子育てに不安です。自身が持てません。全てが初めてですから。そ

んな子育てを手助けしていただける「コアラ抱っこ」の活動は、家の中では出来ない楽しい

行事がいっぱいです。季節に合った行事（春：お花見・バスで町内めぐり、夏：簡易プール・

移動水族館、秋：姫路までバス小旅行、冬：クリスマス会など）があり、同学年の子供同士

での遊び（同学年なので、遊び難易度も平均的）やご年配の方々・高校生達とのふれあい遊

びで社交性もあって、とてもいい体験をさせてもらっています。特に、結婚して初めて播磨

町に来た私にとっては、バスで町内を案内してもらえた時は子供以上にとても感激しました。

また、わが子が保育園に通っていない分、そういった行事をしていただけると私達、親とし

ても子供が楽しんでいる姿を見ていると「コアラ抱っこ」に参加してよかったとつくづく思

います。 

 あと、欲を言わせてもらえるならば、母親だけでなく父親も恥ずかしがらずに自ら進んで

参加できるような行事が盛り沢山あれば、より嬉しく思います。主人にも、こういった子育

て体験・悩みを“真剣に”“共有”してもらいたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有澤 利日・稔平 

15．播磨町に希望すること 

 

 私は２歳３ヶ月の子供がいます。子供が生まれ、２ヶ月の頃から福祉会館の子育て教室に

参加したり、北部支援センター、南部支援センターを利用させて頂いています。また、１歳

を過ぎた頃から「心育ち場楽習隊」のコアラ抱っこグループに入り、月に２回の集まりに参

加しています。子育てに関する、施設やイベントがたくさんある播磨町は、初めての子育て

をする私にとって、とても助けられる、子育てをしやすい町だと思います。特に「コアラ抱

っこ」では同級生の子供の母と子が集まり、先生のご指導を仰ぎながら無理のないペースで

子供にいろいろな経験をさせていただいています。私自身も、初めて子育てをする母親同士

での育児の話や相談ができ、抱えてしまいがちな育児の悩みも、この場を通して「無理をし

ない自分らしい育児」を学ばせて頂いています。先生が計画してくださる行事は、お友達と

一緒に遊びを通して、学び、楽しみます。なかなか修園前に“母と子”でこのような行事に

参加できる場はなく、貴重な経験をさせて頂いていると、いつも感謝しています。このよう

なすばらしい活動は播磨町で、これからも１０年、２０年と継続し続けて頂きたいと思いま

す。 

施設で希望することは、そろそろトイレトレーニングを始める月齢になってきているため、

子供を遊ばせる施設に子供用トイレや手洗い場がないことに気が付きました。南部支援セン

ターは子供用トイレ、手洗い場が広いスペースで設けられていますが、利用する親子が非常

に多い、北部支援センターにはありません。手洗い場での「手洗い」は月齢の低い０歳児か

らも、他のお友達と経験する貴重な経験だと思います。子供を遊ばせるための施設や公園に

も、補助便座や子供の手の届く手洗い場があればより子育てしやすい環境になるのではない

かと思います。ご検討いただけると、この先も子育てをしていく親として幸いです。 

 



播磨南高校との交流事業 

 

「幼児と遊ぶ」の授業には、コアラ抱っこグループの親子が、播磨南高校に出向き２クラ

スに分かれて、高校生とふれあっていただきました。親達は高校生が、子どもたちのことを

可愛い、可愛いといって相手をしているそばで、出産や子育ての大変さも話していました。

親にとってもいい体験だったと思います。子どもたちとふれあった高校生の中の女子高生２

人男子高生１人から保育士になりたいと言うお手紙をいただきました。三人の方々に同じお

返事ですが、出さしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守田 連雲子 様 

2008年12月18日

播磨南高校生：T. I 

 拝啓 

  年の瀬を迎え、何かと気ぜわしくなってきましたが、お元気でいらっしゃいますか。

  さて｢幼児と遊ぶ｣の授業では、貴重な体験をさせていただきありがとうございまし

た。わたしの夢は保育士なので、あの時間に体験させていただいたことは、とてもよい経

験でした。最初は子どもの方があまり心を開いてくれなかったのですが、おもちゃで遊ん

でいるうちに、段々と心を開いてくれ、最後はとても仲良く遊ぶことができました。将来

保育士になったとき、心を開いてくれない子どもがいても、あの授業で学んだことを生か

しながら頑張っていきたいと思います。 

どうかお元気でよい年をお迎えになりますよう、心からお祈りいたします。 

                            敬具

 



 

 

 

 

 

 

 

 

播磨南高校  T. I 様 

2009年１月16日

塾長:守田 連雲子 

おくればせながら 

明けまして 

おめでとうございます 

 

 去年は｢幼児と遊ぶ｣や「日本部文化の集い」などでお会い出来とても嬉しく思ってい

ます。そしていただきましたお手紙ですと、保育士さんになる夢を持っていられるとの

事素晴らしいと思います。どうぞその気持ちを大切になさって努力して下さいませ。 

 保育士さんは、社会の宝である幼い命を預かり育む大切な役割を負い、他方で保護者

の方々に子どもの心を伝え、その親をも力づけ元気付ける役目も必要とされています。

 あなたご自身が持っている｢愛｣をより豊かになさり、子どもが好き～大切・・・どん

な子どもでも受け入れることができる心豊かな保育者を目指して下さい。あなたがそう

であった様に子どもは、愛される為に産まれて来ます。子どもたちにたっぷりの愛をそ

そぐ為には、ご自身が周りの方から沢山の愛をもらって下さい。愛されている事に気付

いて下さい。そしてそれをエネルギーにして夢を自分のものとなさって下さい。陰より

お祈りしています。 

 あなたからのお手紙を１月 16 日(金)３歳児健診の日にいただきました。丁度保護者

の方々にお便りを配っている時でした。 

 同封の資料は、現在活動している播磨ゆめづくり塾（心そだち場樂習隊塾）のつうし

んです。播磨町の小児科医の心を伝える為に発行しています。町内の保育園、幼稚園で

も配っていただいています。ご参考にして下さい。つうしん17号に掲載しています｢勝

木洋子先生と新聞で遊ぼう！｣にボランティアとしてご参加いただけませんか？よい経

験になると思います。これからもよかったら夢を叶えるための応援をさせていただきた

いです。遠慮なく言って下さい。 

お手紙ありがとうございました。お身体を大切に頑張ってくださいませ。 

                                  かしこ 
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 お母さんと呼ばれるあなたへ  

あわて者でもいい 

泣き虫でも好い 

手先が不器用でも 

音痴でもかまわない 
 

もちろん  

人が振り向くほどの 

美人である必要も無い 

とりたてて特技がなくても 

高尚な趣味も 

うわさに上がるほどの博識も不要 
 

おまけに 

学歴 職歴 賞罰 

一切不問 

そのままのあなたがいい 

そのままのあなたが好き 

赤ちゃんは そう言いたくて 

あなたに両手をのばしてくる 

          （ 浜 文子作 ） 
 

播磨ゆめづくり塾  心そだち場樂習隊塾 

塾長 守田 連雲子(℡ Fax079-435－1828) 

〒675-0142 播磨町大中３１７－４ 
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春 

平
素
は
、
温
か
い
心
で
、
塾
活
動
に
ご
協
力
下
さ
り 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
度
も
あ
と
三
ヶ
月
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

◇
一
月
七
日(

水) 
 

十
時
〜 

コ
ア
ラ
Ｇ
の
集
い 

十
四
日(

水) 
 

夢
つ
う
し
ん 

１
７
号
発
行 

二
四
日(

土) 
 

十
時
半
〜
コ
ア
ラ
Ｇ
の
集
い 

◇
二
月
四
日(

水) 
 

十
時
〜 

 

コ
ア
ラ
Ｇ
の
集
い 

十
四
日(

土) 
 

九
時(

一
般
十
時)

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム 

新
聞
紙
で
遊
ぶ 

勝
木
洋
子
氏 

新
聞
十
日
分
要 

十
二
時
半
〜 

講
師
と
塾
生
研
修
会 

(

特
研) 

◇
三
月
十
一
日(

水)  

十
時
〜 

コ
ア
ラ
Ｇ
の
集
い 

夢
つ
う
し
ん 

１
８
号
発
行 

＊
三
月
二
二
日(

日)

午
前
中 

視
聴
覚
室 

【塾
活
動 

成
果
発
表
会
】 

参
加
者 

(

町
長
、
企
画
Ｇ
職
員
、
塾
長
、
塾
生
、
一
般) 

各
塾
か
ら
二
十
年
度
の
活
動
報
告
を
し
、 

ま
ち
づ
く
り
の
提
案
、
意
見
交
換 

＊
夢
つ
う
し
ん
１
７
号
か
ら
は
、
幼
稚
園
か
ら
配
布 



  
 

朝
日
新
聞
に
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
年
間
子
ど
も
の
病
気
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
日
々
の
暮
ら
し
の
小
さ
な
心
配
に
つ

い
て
、「
お
助
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
願
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
本
で
す
。
（
定
価
八
〇
〇
円
） 

 
 

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
心
配
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
急
病
で
す
。
そ
の
中
で
一
番
多
い
の
は
発
熱
で
す
。

子
ど
も
が
夜
中
に
急
に
熱
を
出
す
と
、
お
母
さ
ん
は
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
発
熱
以
外
、
子
ど
も
の
状
態
が
い
つ
も
と
変
わ
ら
な

け
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
翌
朝
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。「
こ
れ
く
ら
い
は
大
丈
夫
。
も
う
少
し
様
子
を
見
て
ご
ら
ん
」

と
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
お
父
さ
ん
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
ら
、
お
母
さ
ん
も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
も
し

赤
ち
ゃ
ん
が
し
ゃ
べ
れ
た
ら
「
お
母
さ
ん
、
ボ
ク
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
病
院
よ
り
お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
飲
ん
で
る
ほ
う
が
い
い
よ
」
と

い
っ
た
感
じ
で
す
。
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
と
、
寒
い
冬
の
夜
中
に
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、
い
っ
ぱ
い
服
を
着
せ
ら
れ
た
子

ど
も
が
受
診
す
る
場
面
を
よ
く
経
験
し
ま
す
。
診
察
室
に
入
っ
て
く
る
と
子
ど
も
は
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
も
普
段
か
ら
時
間
の
許
す
限
り
子
育
て
に
か
か
わ
り
、
子
ど
も
の
様
子
を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
た
か
を
く
く
っ
て
診
察
を
う
け

る
の
を
伸
ば
す
の
も
よ
く
な
い
で
す
が
、
“
こ
れ
は
い
つ
も
と
ち
が
う
ぞ
”
と
い
う
“
カ
ン
”
が
働
く
よ
う
普
段
の
子
ど
も
の
様
子
を
観
察

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

こ
の
た
び
医
師
会
で
は
『
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
！
！
子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
』
と
い
う
小
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
体
調
が
悪
い
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て 

▽ 

「
温
か
い
社
会
を
め
ざ
し
て
愛
を
ど
う
伝
え
る
か
」
の
研
究
会
も
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
地
域
の
小
児
科
の
お
医
者
様
よ
り
応
援
を
い
た
だ
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
で 

一
杯
で
す
し
塾
活
動
を
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
全
国
的
に 

産
科
、
小
児
科
が
減
り
医
療
者
の
疲
労
は
大
で
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
播
磨
地
域
で
も 

四
月
よ
り
小
児
科
の
深
夜
診
療
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
六
月
二
十
八
日
地
域
住
民
の
不
安
を
解
消 

し
急
病
時
の
対
応
法
や
医
療
機
関
の
利
用
法
を
考
え
る
「
子
ど
も
の
急
病
対
応
解
説
」
の
フ
ォ
ー
ラ
ム 

が
あ
り
ま
し
た
。
当
塾
か
ら
も
塾
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
で
す
が
お
伝
え
し
ま
す
。 

《
小
児
救
急
医
療
の
か
か
り
方
》 

 

☆
迷
っ
た
と
き
は
小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
（
♯8
0
0
0

・0
7
8
-
7
3
1

‐8
8
9
9

） 

 

☆
小
児
救
急
医
療
機
関
に
は
、
夜
間
の
急
病
や
緊
急
を
要
す
る
と
き
に
受
診
し
ま
し
ょ
う 

 

 
 

診
療
受
付
は
午
前
０
時
ま
で
（0

7
9
-
4
3
1
-
8
0
5
1

） 

☆
小
児
救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
持
ち
物
（
保
険
書
・
乳
幼
児
医
療
証
・
母
子
保
健
手
帳
） 

 

☆
小
児
救
急
医
療
機
関
の
受
診
後
は
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う 

そ
の
他
大
切
な
事
は
「
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
！
！
子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

あ
る
地
域
の
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
方
が
、「
子
ど
も
を
守
り
た
い
、
お
医
者
さ
ん
を
守
り
た
い
」 

と
の
思
い
か
ら
次
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
ま
し
た
。 

▽
本
の
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病
気
の
時
こ
そ
お
父
さ
ん
は
冷
静
に 

 

黒
田 

英
造 
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☆ 

地
域
医
療
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 
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小
児
科
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問
合
せ
先 

心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾 

守
田 

連
雲
子
（
℡
、F

ax 
079
-43
5-1
828

） 

必
要
な
方
は
各
医
院
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

◎
心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

《
赤
い
聴
診
器
！
病
気
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
》
―
土
屋
邦
子
先
生
（
小
児
科
医
）
著
…
…
ご
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
日
程
未
定
） 

私
た
ち
も
学
び
た
い
と
思
い
ま
す 

◎ 

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

§
§
§
次
号
は
米
山
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
§
§
§ 

子
ど
も
の
様
子
を
見
な
が
ら
親
と
し
て
出
来
る
こ
と(

安
静
に
さ
す
、
消
化
の
よ
い
も
の
を
与
え
る
、 

体
を
温
め
る
、
外
出
を
控
え
る
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
充
分
に
等)

を
実
行
し
ま
し
ょ
う 

播
磨
町
で
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
低
学
年
に
は
す
で
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

くろだ小児科（℡079‐430-2111）

⊂診療案内⊃ 

月～土 9時～12 時 

月･火･水･金 16 時～18 時 15 分

火･金 予防接種、水曜乳児検診

休診日 木･土午後、日、祝祭日

〈但し第 3木曜は全休〉 

米山小児科（℡078‐943-0135）

⊂診療案内⊃ 

午前 9 時～12 時 

午後 15 時～18 時 

水・金曜午後及び日、祝日休診 

第 2、4土曜午後休診 

第１、3土曜 13 時～15 時診療 



 

◇
動
物
由
来
感
染
症 

◎
心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ど
も
の
し
あ
わ
せ 

 
 
 

米
山 

温
子 
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☆ 

地
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療
者
か
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メ
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ー
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小
児
科
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診
療
受
付
は
午
前
０
時
ま
で
（0

7
9
-
4
3
1
-
8
0
5
1

） 

 

☆
迷
っ
た
と
き
は
小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
（
♯8

0
0
0

・0
7
8
-
7
3
1

‐8
8
9
9

） 

 

☆
小
児
救
急
医
療
機
関
の
受
診
後
は
、
必
ず
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う 

 

最
近
は
ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員
と
し
て
共
に
暮
ら
す
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

☆
小
児
救
急
医
療
機
関
に
は
、
夜
間
の
急
病
や
緊
急
を
要
す
る
と
き
に
受
診
し
ま
し
ょ
う 

 

 

モ
ル
モ
ッ
ト
、
ハ
ム
ス
タ
ー
、
ウ
サ
ギ
な
ど
を
飼
っ
て
約1

ヵ
月
後
、
突
然
激
し
い
喘
息
発
作
を
起
こ
し
た
人
も
い
ま
す
。 

 

日
本
医
師
会
市
民
公
開
講
座
で
は
、
予
防
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
病
気
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ 

 

食
事
は
空
腹
が
満
た
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
心
の
栄
養
に
も
な
り
ま
す
。
空
腹
で
血
糖
が
下
が
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り 

 

「
お
母
さ
ん
、
皆
で
食
べ
る
ご
は
ん
は
、
お
い
し
い
ね
！
」 

 

豪
華
な
ご
ち
そ
う
が
並
ん
で
い
な
く
て
も
家
族
で
囲
む
食
卓
。
そ
れ
が
毎
日
は
無
理
で
も
、
た
と
え
一
週
間
に 

 

「
学
力
は
生
命
力
だ
。
生
命
力
の
基
本
は
食
生
活
に
あ
る
」
こ
れ
は
「
百
ま
す
計
算
」
で
知
ら
れ
る 

◎ 

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

▽
問
合
せ
先 

心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾 

塾
長 

守
田
連
雲
子
宅
（
℡
、Fa

x 0
79-
435
-18
28

） 

《
小
児
救
急
医
療
の
か
か
り
方
》 

そ
の
他
大
切
な
事
は
「
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
！
！
子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
な
る
べ
く
ペ
ッ
ト
は
飼
わ
な
い
で
ね
。
も
し
ど
う
し
て
も
と
い
う
な
ら
家
の
外
で
飼
っ
て
下
さ
い
。 

動
物
と
の
接
触
が
懸
念
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
と
の
正
し
い
付
き
合
い
方
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。 

に
よ
る
オ
ウ
ム
病
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
、
狂
犬
病
発
生
国
か
ら
の
犬
の
輸
入
、
海
外
観
光
地
で
の 

②
動
物
と
の
過
剰
な
接
触
を
避
け
る
③
動
物
に
触
れ
た
ら
手
洗
い
、
う
が
い
を
必
ず
行
う
。
④
動
物
の 

ペ
ッ
ト
を
病
気
か
ら
守
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
は
じ
め
、
ペ
ッ
ト
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

§
§
§ 

次
号
は
黒
田
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す 

§
§
§ 

飼
育
状
況
を
清
潔
に
す
る
⑤
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
は
な
る
べ
く
飼
わ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
同
時
に 

特
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
輸
入
動
物
の
ペ
ッ
ト
化 

そ
れ
に
つ
れ
動
物
が
持
つ
病
原
体
が
原
因
と
な
っ
た
感
染
症
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

か
け
な
い
、
不
快
な
思
い
を
さ
せ
な
い
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
知
る
場
で
も
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

判
断
力
が
鈍
っ
た
り
し
、
食
事
を
摂
る
と
満
腹
感
に
満
足
感
、
充
足
感
、
幸
福
感
を
感
じ
る
の
は
ご
存
知
の
通
り
。 

だ
か
ら
食
事
な
し
や
孤
食
、
個
食
は
、
大
切
な
学
び
の
場
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

「
衣
と
食
が
不
足
し
て
い
て
は
礼
節
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
の
奥
に
、
食
事
は
人
が
生
き
て
い
く
上
で
他
人
に
迷
惑
を 

さ
ら
に
食
事
が
楽
し
け
れ
ば
幸
福
感
も
倍
増
し
ま
す
。
古
い
で
す
が
「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。 

（
こ
ど
も
は
と
っ
て
も
お
料
理
に
興
味
が
あ
り
。
お
手
伝
い
し
た
い
の
で
す
。）
テ
レ
ビ
を
消
し
て
摂
る
食
事
。 

一
日
の
、
一
週
間
の
出
来
事
の
あ
れ
も
こ
れ
も
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
ば
か
り
。 

一
回
で
も
い
い
。
で
き
れ
ば
皆
で
協
力
し
て
つ
く
っ
た
お
か
ず
が
一
品
で
も
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
う
れ
し
い
。 

普
段
は
忙
し
く
て
つ
い
結
論
を
先
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

陰
山
英
男
先
生
の
こ
と
ば
で
す
が
、
何
か
胸
に
ビ
ビ
！
と
響
き
ま
せ
ん
か
？ 

☆ 

親
の
「
心
配
メ
モ
」（
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
様
子
を
簡
単
に
記
録
し
た
も
の
） 

現
物
（
誤
飲
し
た
な
ら
同
じ
物
、
又
は
残
り
を
吐
い
た
な
ら
吐
物
を
、
下
痢
、
血
便
で
あ
れ
ば 

そ
の
便
を
、
必
ず
そ
の
ま
ま
持
参
す
る
） 

☆ 

小
児
救
急
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の
持
ち
物
（
保
険
証
・
乳
幼
児
医
療
証
・
母
子
保
健
手
帳
） 

赤
い
聴
診
器
「
病
気
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
」
小
児
科
医 

土
屋
邦
子
著
よ
り 

くろだ小児科（℡079‐430-2111）

⊂診療案内⊃ 

月～土 9時～12 時 

月･火･水･金 16 時～18 時 15 分 

火･金 予防接種、水曜乳児検診 

休診日 木･土午後、日、祝祭日 

〈但し第 3木曜は全休〉 

米山小児科（℡078‐943-0135） 

⊂診療案内⊃ 

午前 9 時～12 時 

午後 15 時～18 時 

水・金曜午後及び日、祝日休診 

第 2、4土曜午後休診 

第１、3土曜 13 時～15 時診療 
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☆ 

地
域
医
療
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

☆ 
 

小
児
科
医 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア 

 
 
 
 
 
 
 

黒
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土
屋
先
生
の
確
か
な
知
識
と
親
子
へ
の
あ
ふ
れ
る
愛
情
が
ど
ん
ど
ん
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
目 

 
 

②
よ
く
食
べ
て
い
る
か
③
お
し
っ
こ
が
出
る
か
④
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る
か
が
目
安
で
す
。 

 
 
 

子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
の
主
治
医
は
保
護
者
で
す
。
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
な
ら
何
も
怖
い
も
の 

 
 

最
近
、
外
来
で
診
察
を
始
め
る
と
、
ゲ
ー
ム
機
を
持
っ
た
ま
ま
入
室
し
、
い
つ
ま
で
も
止
め
よ
う
と
し
な
い
子
ど
も
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
！
子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
よ
り
） 

 
 
 

人
間
の
自
然
治
癒
力
を
発
揮
さ
せ
る
為
普
段
か
ら
栄
養
を
と
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

が
無
い
母
親
の
自
信
に
感
動
し
ま
す
。
子
ど
も
の
様
子
が
心
配
な
時
①
い
つ
も
通
り
に
機
嫌
が
良
い
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
塾
生 

安
福
か
よ
子
） 

 
 

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
は
一
方
的
な
情
報
を
与
え
る
だ
け
で
、
親
子
が
直
接
会
話
す
る
機
会
が
失
な
わ
れ
が
ち
で
す
。
特
に 

播磨ゆめづくり塾 

心そだち場樂習隊塾 

つうしん 

━ＮＯ．１６━ 

●
小
児
科
医
土
屋 

邦
子
先
生
の
ご
講
演
（
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
よ
り 

問
合
せ
先 

心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾 

守
田 

連
雲
子
（
℡
、F

ax 
079
-43
5-1
828

） 

○
心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

◎
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

《
十
一
月
八
日
（
土
）
小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
》（
小
児
科
医
会
主
催
） 

「
小
児
救
急
医
療
の
か
か
り
方
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ろ
そ
だ
ち
場
つ
う
し
ん
№
１
４
〜
１
５
に
短
く
ま
と
め
て 

「
子
ど
も
の
急
病
こ
ん
な
時
！
ど
う
す
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
内
容
は
六
月
二
十
八
日
と
同
じ
） 

◇ 

早
目
に
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
き 

☆
生
後
３
ヵ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
熱
。
☆
水
分
を
受
け
つ
け
な
く
て
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。 

☆
眠
っ
て
ば
か
り
で
、
顔
色
が
悪
く
、
あ
や
し
て
も
笑
わ
な
い
。
う
め
き
声
が
聞
こ
え
る
。 

☆
は
じ
め
て
の
け
い
れ
ん
。
☆
熱
に
加
え
て
、
は
げ
し
く
吐
い
た
り
頭
痛
が
あ
る
。 

◇ 

熱
が
出
た
と
き 

☆
寒
気
が
あ
る
と
き
は
暖
か
く
、
あ
つ
が
る
時
は
涼
し
く
す
る
。
☆
気
持
ち
よ
く
寝
る
こ
と
が
で
き
る 

よ
う
に
、
少
し
頭
な
ど
を
冷
や
す
。
☆
食
欲
の
な
い
間
は
無
理
に
食
べ
さ
せ
ず
、
ま
ず
水
分
を
十
分 

に
与
え
る
。
栄
養
は
心
配
な
い
。
☆
発
熱
は
体
が
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
免
疫
反
応
の
一
つ
。
薬
で 

無
理
に
熱
だ
け
下
げ
る
必
要
は
な
い
。
☆
熱
の
高
さ
と
病
気
の
重
さ
は
関
係
な
い
が
、
一
日
に
数
回 

体
温
を
測
り
、
記
録
し
て
お
く
。
熱
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
翌
日
か
か
り
つ
け
医
に
い
き
ま
し
ょ
う
。 

§
§
§
次
号
は
米
山
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
§
§
§ 

い
ま
す
の
で
、
今
回
は
「
急
病
時
の
家
庭
で
の
対
処
法
」
に
つ
い
て
一
部
分
で
す
が
お
伝
え
し
ま
す
。 

そ
っ
と
子
ど
も
の
部
屋
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
友
達
が
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ー
ム
機
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
、
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
て
い
る
光
景
は

異
常
で
あ
り
、
そ
こ
に
子
ど
も
ら
し
い
楽
し
い
会
話
が
少
な
い
こ
と
に
驚
か
れ
た
よ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
、
携
帯
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
過
剰
な
メ
デ
ィ
ア
漬
け

は
、
子
ど
も
た
ち
の
身
体
の
疲
労
だ
け
で
な
く
脳
（
こ
こ
ろ
）
の
疲
労
を
生
む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
言
語
発
達
は 

よ
く
出
会
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は
母
親
に
し
か
ら
れ
て
も
、
ゲ
ー
ム
が
一
段
落
す
る
ま
で
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

二
歳
以
下
の
乳
幼
児
は
長
時
間
の
テ
レ
ビ
の
視
聴
は
避
け
（
一
日
二
時
間
以
内
が
目
安
）
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
を 

見
る
時
は
、
そ
の
内
容
に
あ
わ
せ
子
ど
も
に
話
し
か
け
た
り
一
緒
に
歌
っ
た
り
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

発
達
せ
ず
、
周
り
の
人
に
話
し
か
け
ら
れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
言
葉
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。
乳
幼
児
期
に 

三
歳
ぐ
ら
い
迄
に
そ
の
基
礎
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
言
語
能
力
は
一
方
的
に
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
だ
け
で
は 

こ
の
基
礎
が
し
っ
か
り
出
来
な
け
れ
ば
そ
の
後
の
言
語
能
力
や
社
会
性
の
発
達
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。 

か
ら
う
ろ
こ
の
一
時
間
半
で
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
一
部
分
し
か
お
伝
え
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。 

話
を
聞
く
と
、
家
で
も
毎
日
数
時
間
し
て
い
る
ら
し
い
。
又
、
あ
る
母
親
は
、
仲
の
よ
い
友
達
数
人
が
遊
び
に
来
た
時
、 

丁
寧
な
世
話
が
子
ど
も
の
一
生
の
人
格
を
「
つ
く
る
」
の
で
肩
の
力
を
抜
い
て
、
で
も
覚
悟
を 

持
っ
て
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。 

使
っ
て
友
達
と
も
よ
く
遊
ば
せ
ま
す
。
六
歳
ま
で
は
子
ど
も
は
神
の
子
、
日
々
の
細
や
か
で 

早
寝
、
早
起
き 

朝
ご
飯
、
火
を
通
し
た
温
か
い
も
の
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
…
三
歳
ま
で
は
体
を 

米山小児科（℡078‐943-0135）

⊂診療案内⊃ 

午前 9 時～12 時 

午後 15 時～18 時 

水・金曜午後及び日、祝日休診 

第 2、4 土曜午後休診 

第１、3土曜 13 時～15 時診療 

くろだ小児科（℡079‐430-2111）

⊂診療案内⊃ 

月～土 9 時～12 時 

月･火･水･金 16 時～18 時 15 分 

火･金 予防接種、水曜乳児検診 

休診日 木･土午後、日、祝祭日 

〈但し第 3木曜は全休〉 



  

《 

ご
案
内 

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
勝
木
洋
子
先
生
と
新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
！ 

」 

》 

◎
心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｢
 

朝
ご
は
ん
は
大
事
だ
よ ｣
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〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦

〜◦
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地
域
医
療
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
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小
児
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心そだち場樂習隊塾 

つうしん 
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朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
た
め
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
朝 

起
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
夜
ふ
か
し
を
せ
ず
に
寝
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が 

 

人
の
脳
は
眠
っ
て
い
る
時
で
も
休
ま
ず
に
働
い
て
い
ま
す
。
し
か
も
脳
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
い
で
、 

 

シ
ン
ブ
ン
ザ
ウ
ル
ス
、
ビ
リ
ビ
リ
キ
ン
グ
ス
、
ゴ
ソ
ゴ
ソ
マ
メ
ゴ
ン
。 

◎
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

お
な
か
い
た (

 

腹
痛 )

 

▽
問
合
せ
先 

心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾 

塾
長 

守
田
連
雲
子
宅
（
℡
、Fa

x 0
79-
435
-18
28

） 

▽
講
師 

勝
木
洋
子
氏
（
神
戸
松
陰
女
子
学
院
大
学
人
間
科
学
部 

子
ど
も
発
達
学
科
教
授
） 

▽
対
象 

一
歳
〜
未
就
学
児
と
保
護
者
（
０
歳
児
は
、
親
の
そ
ば
で
見
守
り
ま
す
） 

▽
場
所 

播
磨
町
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル 

▽
日
時 

二
月
十
四
日
（
土
）
午
前
十
時
〜
十
一
時
半 

§
§
§ 

次
号
は
黒
田
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す 

§
§
§ 

▽
参
加
費
無
料 

申
込
み
不
要
で
す
。
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▽
持
ち
物 

新
聞
紙
は
持
て
る
分
、
動
き
や
す
い
服
装
、
お
し
ぼ
り
、
お
茶(

水
分)

 

大
切
で
す
。
夕
食
後
は
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
明
る
す
ぎ
る
光
線
は
避
け
、
お
菓
子
な
ど
食
べ
過
ぎ
ず
に
就
寝
し
、
空
腹
を
感
じ
て 

強
い
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
朝
ご
は
ん
が
大
切
だ
と
最
近
は
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。 

い
ろ
ん
な
怪
獣
に
変
身
し
て
、
北
風
小
僧
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！ 

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
が
紙
か
く
し
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

脳
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
で
し
っ
か
り
働
け
ず
、
特
に
知
的
な
作
業
の
効
率
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
集
中
力
も
充
分
で
な
く
、 

朝
は
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
お
父
さ
ん
に
も
ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い
し
て
も
ら
っ
て
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

朝 

起
き
る
の
が
健
康
的
だ
と
か
。
そ
し
て
朝
食
は 
“
ご
飯
に
み
そ
汁
“
を
基
本
に
し
て
が
い
い
そ
う
で
す
よ
。 

ボ
ー
ッ
と
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
お
ま
け
に
心
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
特
に
子
ど
も
に
こ
の
傾
向
が 

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
ほ
と
ん
ど
使
い
果
た
し
て
い
る
の
で
、
朝
食
を
摂
っ
て
あ
げ
な
い
と
体
温
は
上
昇
し
な
い
し
、 

人
の
基
礎
代
謝
の
２
０
％
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
。
夕
食
か
ら
朝
食
ま
で
の
間
に
夕
食
で
貯
え
た 

 

東
播
磨
地
域
で
も
二
十
年
四
月
よ
り
小
児
科
の
深
夜
診
療
が
中
止
と
な
っ
た
の
を
受
け
て
、
小
児
救
急 

心
そ
だ
ち
場
つ
う
し
ん
№
１
４
〜
１
５
号
に
短
く
ま
と
め
て
い
ま
す
（
１
６
号
は
発
熱
に
つ
い
て
）
の
で
、 

急
病
時
の
対
応
対
処
法
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
「
小
児
救
急
医
療
の
か
か
り
方
」
に
つ
い
て
は
、 

今
回
は
「
急
病
時
の
家
庭
で
の
対
処
法
」
の
一
部
分
で
す
が
、
お
伝
え
し
ま
す
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム｢

こ
ど
も
の
急
病
！
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？｣

を
各
地
域
で
三
回
開
催
し
、
小
児
科
の
専
門
医
が
、 

◇
早
め
に
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
き 

水
分 (

子
ど
も
用
イ
オ
ン
水
で
も
良
い)

を
少
し
づ
つ
飲
ま
せ
て
様
子
を
み
る
。
☆
お
な
か
を 

や
さ
し
く
「
の
」
の
字
を
描
く
よ
う
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ
げ
る
と
少
し
楽
に
な
る
。 

間
隔
を
お
い
て
ま
た
泣
く
。
☆
便
に
血
が
混
じ
る
。 

☆
吐
い
て
い
る
。
☆
赤
ち
ゃ
ん
が
足
を
ち
ぢ
め
て
い
て
、
泣
き
や
ま
な
か
っ
た
り
、 

☆
歩
け
な
い
ほ
ど
お
な
か
が
痛
い
。
☆
ち
ょ
っ
と
お
な
か
を
さ
わ
っ
た
だ
け
で
痛
が
る
。 

☆
ぐ
っ
た
り
し
て
泣
い
て
ば
か
り
い
る
。
☆
お
な
か
を
か
が
め
て
痛
が
る
。 

☆
ト
イ
レ
に
行
っ
て
排
便
さ
せ
て
み
る
。
☆
腹
痛
が
軽
い
時
は
、
無
理
に
食
べ
さ
せ
な
い
で 

（
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
！
！
子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド
よ
り
） 

黒田小児科、米山小児科の診療案内について 

両小児科では、休診日が同じにならない様にされています。

かかりつけ医が休診の時に、ご心配で診察を急がれる場合は

前回配付の心そだち場つうしん 14～16 号の各小児科の 

診察案内を見て診療時間の確認をして受診しましょう。



  

ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
）
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
が 

◆
子
ど
も
の
睡
眠
不
足 

◎ 

心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

子
ど
も
の
急
病 

｢

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？｣

 

小
児
救
急
医
療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
は
、
つ
う
し
ん
１
４
〜
１
５
号
「
熱
が
出
た
時
」
１
６
号 

「
お
な
か
い
た
」
１
７
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。
今
回
は｢

下
痢
に
つ
い
て｣

を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
父
さ
ん
の
た
め
の
育
児
ア
ド
バ
イ
ス 

 

黒
田 
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地
域
医
療
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

☆ 
 
 
 
 
 
 
 

小
児
科
医 
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播磨ゆめづくり塾 

心そだち場樂習隊塾 

つうしん 
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赤
い
聴
診
器｢

病
気
な
ん
か
に
ま
け
な
い
ぞ｣ 

小
児
科
医 

土
屋
邦
子
著
よ
り 

 

最
近
で
は
、
父
親
も
育
児
を
理
解
し
協
力
す
る
人
が
増
え
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
一
方
で
、
多
く
の
父
親
は 

 

子
育
て
が
始
ま
る
と
両
親
と
も
授
乳
、
お
む
つ
替
え
、
入
浴
、
寝
か
し
つ
け
な
ど
子
ど
も
に
振
り
回
さ
れ
る
毎
日
が 

◇
下
痢
の
回
復
期
に
よ
い
食
事 

・
野
菜
ス
ー
プ
〔
塩
味
の
ス
ー
プ
だ
け
〕
・
り
ん
ご
の
果
汁
〔
少
し
薄
め
て
〕・
お
か
ゆ
〔
塩
味
の
み
〕 

・
煮
込
ん
だ
う
ど
ん
〔
う
ど
ん
の
み
〕・
食
パ
ン
〔
何
も
つ
け
な
い
で
〕
・
ゆ
で
た
じ
ゃ
が
い
も 

・
す
り
お
ろ
し
た
り
ん
ご
・
ベ
ビ
ー
用
せ
ん
べ
い
・
ウ
エ
ハ
ー
ス 

◇
早
め
に
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
き 

☆ 

色
が
白
っ
ぽ
い
便
、
血
液
が
混
じ
っ
て
い
る
便
、
黒
い
便
。
☆ 

高
熱
が
あ
る
と
き
。
☆ 

腹
痛 

が
強
い
。
☆ 

機
嫌
が
悪
く
水
分
を
ほ
と
ん
ど
受
け
つ
け
な
い
。
☆ 

お
し
っ
こ
の
量
が
極
端
に 

少
な
い
。
☆ 

半
日
以
上
お
む
つ
が
ぬ
れ
な
い
。
☆ 

下
痢
が
長
び
い
て
唇
や
舌
が
乾
い
て
い
る
。 

原
因
で
す
。
幼
児
は
午
後
八
時
、
小
学
低
学
年
は
午
後
９
時
、
で
き
る
だ
け
毎
日
、
同
じ
時
間
に
床
に 

就
か
せ
十
時
間
は
眠
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
毎
朝
、
同
じ
時
間
に
起
こ
す
こ
と
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

§
§
§ 

次
号
は
米
山
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す 
§
§
§ 

む
し
ば
ま
れ
、
ス
ト
レ
ス
に
非
常
に
弱
く
な
り
骨
や
筋
肉
も
十
分
に
発
達
せ
ず
成
長
障
害
を
き
た
し
ま
す
。 

の
た
め
子
ど
も
の
成
長
に
一
番
大
事
な
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
低
下
、
結
果
と
し
て
体
力
、
気
力
が 

強
い
心
の
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
子
ど
も
は
さ
ら
に
活
発
に
育
ち
、
父
親
不
在
に
よ
る
母
子
密
着
や
母
親
の
育
児
不
安
、 

何
と
か
子
ど
も
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
つ
つ
も
仕
事
の
状
況
が
そ
れ
を
許
さ
ず
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
夫
婦
で
お
互
い
に 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て
に
関
わ
る
こ
と
は
、
交
代
で
お
互
い
に
休
み
が
取
れ
る
よ
う
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

続
き
ま
す
。
こ
と
に
、
夜
泣
き
が
始
ま
っ
た
ら
相
手
を
し
て
あ
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
慢
性
的
な
睡
眠
不
足 

に
な
り
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
夫
婦
喧
嘩
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
外
で
仕
事
を
す
る
人
に
と
っ
て
は
、 

専
業
主
婦
の
週
平
均
の
労
働
時
間
は
９
１
・
６
時
間
で
、
会
社
の
平
均
就
業
時
間
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の 

た
ま
の
休
み
ぐ
ら
い
の
ん
び
り
し
た
い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
で
も
、
仕
事
も
家
事
も
大
変
な
の
は
同
じ
で
す
。
あ
る
調
査
で
は
、 

状
況
を
し
っ
か
り
伝
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
父
親
に
と
っ
て
は
、
育
児
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
と
の
間
に 

仕
事
を
こ
な
す
の
は
大
変
で
す
。
夫
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
あ
る
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
母
親
の
心
の
負
担
が
減
る
の
で
は 

育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
が
少
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

☆ 

脱
水
症
状
に
な
り
や
す
い
の
で
水
分
は
十
分
に
与
え
る 

☆ 

母
乳
の
場
合
は
量
を
制
限
せ
ず
そ
の
ま
ま
飲
ま
せ
る
。
ミ
ル
ク
し
か
飲
め
な
い
乳
児
の
場
合
は
通
常
の
３
分
の
２
く
ら
い
の
量
を
与

え
る
。 

☆ 

下
痢
の
回
復
期
に
は
食
べ
物
を
一
度
に
た
く
さ
ん
与
え
ず
便
の
状
態
を
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
与
え
る
。 

☆ 

子
ど
も
が
下
痢
を
し
て
お
な
か
を
痛
が
っ
て
い
る
と
き
は
、
衣
服
を
ゆ
る
め
本
人
が
楽
な
体
勢
を 

と
れ
る
よ
う
に
す
る
。
☆
下
痢
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
胃
腸
を
休
め
る
た
め
に
固
形
物
は
与
え
な
い
。 

二
十
四
時
間
の
大
人
の
生
活
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
家
に
電
子
画
面
（
テ
レ
ビ
、 

新
学
期
に
向
け
て
、
家
中
で｢

生
活
革
命｣

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
朝
食
も
必
ず
と
り
ま
し
ょ
う
ね
。 

☆ 

お
し
り
が
か
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
ま
め
に
洗
う
。
☆ 

家
庭
内
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め
、 

排
泄
物
の
始
末
を
し
た
手
を
よ
く
洗
う
。
紙
お
む
つ
は
密
封
し
て
捨
て
る
。 

☆ 

で
き
る
だ
け
加
熱
調
理
し
た
炭
水
化
物
か
ら
与
え
る
。 

子
ど
も
の
健
康
で
今
、
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
基
本
的
な
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
で
す
。
睡
眠
不
足 

心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾 

塾
長 

守
田
連
雲
子
宅
（
℡
、Fa

x 0
79-
435
-18
28

） 

黒田小児科、米山小児科の診療案内について 

両小児科では、休診日が同じにならない様にされています。 

かかりつけ医が休診の時に、ご心配で診察を急がれる場合は 

前回配付の心そだち場つうしん 14～16 号の各小児科の 

診察案内を見て診療時間の確認をして受診しましょう。 
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心そだち場樂習隊塾 
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━ＮＯ．１９━ 

 

日
焼
け
し
た
小
麦
色
の
肌
は
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
焼
け
は
紫
外
線(

Ｕ
Ｖ)

に
よ
る
や
け
ど
（
皮
膚
炎
）
で
す
。 

 

日
焼
け
し
た
小
麦
色
の
肌
は
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
焼
け
は
紫
外
線(

Ｕ
Ｖ)

に
よ
る
や
け
ど
（
皮
膚
炎
）
で
す
。 

太
陽
か
ら
地
上
に
届
く
紫
外
線
に
は
、
Ｕ
Ｖ
Ａ
と
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
あ
り
、
日
焼
け
を
起
こ
す
力
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
断
然
強
く
、
表
皮
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷

つ
け
、
炎
症
を
起
こ
す
物
質
を
出
し
、
真
皮
の
血
流
が
増
え
て
皮
膚
が
赤
く
な
り
、
一
週
間
程
で
死
ん
だ
皮
膚
が
薄
い
膜
に
な
り
、
は
が

れ
落
ち
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
傷
を
防
ご
う
と
細
胞
は
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
作
り
皮
膚
は
黒
く
な
る
の
で
す
。
傷
つ
い
た
細
胞
は
修
復
さ
れ
ま

す
が
、
日
焼
け
を
繰
り
返
す
う
ち
に
シ
ミ
や
シ
ワ
な
ど
の
光
老
化
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
運
が
悪
い
と
皮
膚
ガ
ン
の
恐
れ
も
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。 

太
陽
か
ら
地
上
に
届
く
紫
外
線
に
は
、
Ｕ
Ｖ
Ａ
と
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
あ
り
、
日
焼
け
を
起
こ
す
力
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
断
然
強
く
、
表
皮
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷

つ
け
、
炎
症
を
起
こ
す
物
質
を
出
し
、
真
皮
の
血
流
が
増
え
て
皮
膚
が
赤
く
な
り
、
一
週
間
程
で
死
ん
だ
皮
膚
が
薄
い
膜
に
な
り
、
は
が

れ
落
ち
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
傷
を
防
ご
う
と
細
胞
は
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
作
り
皮
膚
は
黒
く
な
る
の
で
す
。
傷
つ
い
た
細
胞
は
修
復
さ
れ
ま

す
が
、
日
焼
け
を
繰
り
返
す
う
ち
に
シ
ミ
や
シ
ワ
な
ど
の
光
老
化
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
運
が
悪
い
と
皮
膚
ガ
ン
の
恐
れ
も
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。 

 

子
ど
も
を
Ｕ
Ｖ
か
ら
守
る
に
は
、
つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
①
炎
天
下
で
は
遊
ば
な
い 

②
な
る
べ
く
な

ら
芝
生
や
土
の
上
で
木
陰
の
多
い
と
こ
ろ
で
遊
ぶ 

③
海
や
プ
ー
ル
か
ら
出
て
い
る
時
は
長
袖
の
上
着
を
は
お
る 

④
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も

日
よ
け
、
帽
子
を 

⑤
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
は
こ
ま
め
に
塗
る
、
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

子
ど
も
を
Ｕ
Ｖ
か
ら
守
る
に
は
、
つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
①
炎
天
下
で
は
遊
ば
な
い 

②
な
る
べ
く
な

ら
芝
生
や
土
の
上
で
木
陰
の
多
い
と
こ
ろ
で
遊
ぶ 

③
海
や
プ
ー
ル
か
ら
出
て
い
る
時
は
長
袖
の
上
着
を
は
お
る 

④
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も

日
よ
け
、
帽
子
を 

⑤
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
は
こ
ま
め
に
塗
る
、
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

Ｕ
Ｖ
の
多
い
の
は
五
月
か
ら
九
月
。
一
日
の
う
ち
で
は
正
午
を
は
さ
ん
だ
数
時
間
。
薄
曇
り
で
も
快
晴
の
八
割
、
日
陰
で
も
日
な
た
の 

 

Ｕ
Ｖ
の
多
い
の
は
五
月
か
ら
九
月
。
一
日
の
う
ち
で
は
正
午
を
は
さ
ん
だ
数
時
間
。
薄
曇
り
で
も
快
晴
の
八
割
、
日
陰
で
も
日
な
た
の 

三
割
の
Ｕ
Ｖ
が
届
い
て
い
ま
す
。
過
度
の
Ｕ
Ｖ
に
気
を
つ
け
て
、
楽
し
い
夏
を
親
子
で
す
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

三
割
の
Ｕ
Ｖ
が
届
い
て
い
ま
す
。
過
度
の
Ｕ
Ｖ
に
気
を
つ
け
て
、
楽
し
い
夏
を
親
子
で
す
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

§
§
§ 

次
号
は
黒
田
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す 

§
§
§ 

§
§
§ 

次
号
は
黒
田
先
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す 

§
§
§ 

◎
心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

 

子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド｢
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？｣

 

◎
心
そ
だ
ち
場
樂
習
隊
塾
よ
り 

 

子
ど
も
の
急
病
対
応
ガ
イ
ド｢
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？｣

 

今
回
は｢

せ
き
に
つ
い
て｣

お
伝
え
し
ま
す
。 

今
回
は｢

せ
き
に
つ
い
て｣

お
伝
え
し
ま
す
。 

せ
き
は
、
気
道
に
た
ま
っ
た
痰
（
た
ん
）
な
ど
の
分
泌
物
や
異
物
を
外
へ
押
し
出
し
、
呼
吸
機
能
を 

せ
き
は
、
気
道
に
た
ま
っ
た
痰
（
た
ん
）
な
ど
の
分
泌
物
や
異
物
を
外
へ
押
し
出
し
、
呼
吸
機
能
を 

正
常
に
保
つ
た
め
の
防
御
反
応
で
す
。
軽
い
せ
き
で
、
熱
も
な
く
食
欲
も
あ
る
な
ら
心
配
い
り
ま
せ
ん
。 

正
常
に
保
つ
た
め
の
防
御
反
応
で
す
。
軽
い
せ
き
で
、
熱
も
な
く
食
欲
も
あ
る
な
ら
心
配
い
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
せ
き
が
長
く
続
い
て
夜
も
眠
れ
な
い
時
は
、
早
く
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

た
だ
し
、
せ
き
が
長
く
続
い
て
夜
も
眠
れ
な
い
時
は
、
早
く
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

◇
家
庭
で
の
処
置 

 

☆ 

空
気
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、
部
屋
の
湿
度
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

水
分
を
と
る
と
呼
吸
が
楽
に
な
り
、

た
ん
も
切
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
せ
き
込
ん
で
い
な
い
時
に
、
こ
ま
め
に
少
し
ず
つ
与
え
ま
す
。
上
半
身
を
起
こ
し
、
背
中
を
さ
す
っ

て
あ
げ
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。
☆ 

横
に
な
る
と
苦
し
い
時
は
、
上
体
を
起
こ
し
て
何
か
に
も
た
れ
か
か
る
姿
勢
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◇
家
庭
で
の
処
置 

 

☆ 

空
気
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、
部
屋
の
湿
度
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

水
分
を
と
る
と
呼
吸
が
楽
に
な
り
、

た
ん
も
切
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
せ
き
込
ん
で
い
な
い
時
に
、
こ
ま
め
に
少
し
ず
つ
与
え
ま
す
。
上
半
身
を
起
こ
し
、
背
中
を
さ
す
っ

て
あ
げ
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。
☆ 

横
に
な
る
と
苦
し
い
時
は
、
上
体
を
起
こ
し
て
何
か
に
も
た
れ
か
か
る
姿
勢
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

コ
ン
コ
ン
と
乾
い
た
セ
キ
か
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
と
湿
っ
た
せ
き
か
、
せ
き
の
音
を
よ
く
聞
き
時
間
帯
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

コ
ン
コ
ン
と
乾
い
た
セ
キ
か
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
と
湿
っ
た
せ
き
か
、
せ
き
の
音
を
よ
く
聞
き
時
間
帯
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

◇
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う 

 

☆ 

咳
き
込
み
が
激
し
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
呼
吸
困
難
の
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
。 

・
呼
吸
が
非
常
に
は

や
い 

・
苦
し
く
て
肩
で
息
を
す
る 

・
苦
し
く
て
横
に
な
れ
な
い 

・
息
を
吸
う
時
に
の
ど
の
下
や
肋
骨
の
間
が
ペ
コ
ペ
コ
く
ぼ
む 

◇
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う 

 

☆ 

咳
き
込
み
が
激
し
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
呼
吸
困
難
の
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
。 

・
呼
吸
が
非
常
に
は

や
い 

・
苦
し
く
て
肩
で
息
を
す
る 

・
苦
し
く
て
横
に
な
れ
な
い 

・
息
を
吸
う
時
に
の
ど
の
下
や
肋
骨
の
間
が
ペ
コ
ペ
コ
く
ぼ
む 

・
鼻
の
穴
が
ヒ
ク
ヒ
ク
す
る 

☆ 

顔
色
や
唇
の
色
が
青
い
と
き
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
：
酸
素
が
十
分
吸
え
な
く
な
っ
て
い
る
） 

・
鼻
の
穴
が
ヒ
ク
ヒ
ク
す
る 

☆ 

顔
色
や
唇
の
色
が
青
い
と
き
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
：
酸
素
が
十
分
吸
え
な
く
な
っ
て
い
る
） 

  

◆
お
ね
し
ょ
と
夜
尿
症 

◆
お
ね
し
ょ
と
夜
尿
症 

 
 

新
緑
の
こ
の
季
節
、
子
ど
も
た
ち
に
は
お
泊
り
保
育
、
自
然
学
校
、
修
学
旅
行
と
、
宿
泊
行
事
が 

 
 

新
緑
の
こ
の
季
節
、
子
ど
も
た
ち
に
は
お
泊
り
保
育
、
自
然
学
校
、
修
学
旅
行
と
、
宿
泊
行
事
が 

い
っ
ぱ
い
。
夜
尿
症
の
子
ど
も
た
ち
は
、
密
か
に
心
を
痛
め
て
い
ま
せ
ん
か
？
で
も
大
丈
夫
。 

い
っ
ぱ
い
。
夜
尿
症
の
子
ど
も
た
ち
は
、
密
か
に
心
を
痛
め
て
い
ま
せ
ん
か
？
で
も
大
丈
夫
。 

赤
ち
ゃ
ん
は
毎
日
、
お
ね
し
ょ
を
し
ま
す
が
、
そ
の
割
合
は
年
齢
と
と
も
に
減
り
、
二
歳
で
二
分
の
一 

赤
ち
ゃ
ん
は
毎
日
、
お
ね
し
ょ
を
し
ま
す
が
、
そ
の
割
合
は
年
齢
と
と
も
に
減
り
、
二
歳
で
二
分
の
一 

三
歳
で
三
分
の
一
、
四
歳
で
四
分
の
一
、
五
〜
六
歳
で
約
一
五
％
、
小
学
低
学
年
で
約
一
〇
％
、
高
学
年 

三
歳
で
三
分
の
一
、
四
歳
で
四
分
の
一
、
五
〜
六
歳
で
約
一
五
％
、
小
学
低
学
年
で
約
一
〇
％
、
高
学
年 

で
約
五
％
に
み
ら
れ
ま
す
。
五
〜
六
歳
以
降
の
お
ね
し
ょ
を
「
夜
尿
症
」
と
定
義
し
、
積
極
的
で
適
切 

で
約
五
％
に
み
ら
れ
ま
す
。
五
〜
六
歳
以
降
の
お
ね
し
ょ
を
「
夜
尿
症
」
と
定
義
し
、
積
極
的
で
適
切 

な
対
策(

生
活
指
導
、
薬
物
治
療)

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
夜
間
の
尿
量
が
多
過
ぎ
る
（
睡
眠 

な
対
策(

生
活
指
導
、
薬
物
治
療)

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
夜
間
の
尿
量
が
多
過
ぎ
る
（
睡
眠 

中
の
尿
量
を
少
な
く
す
る
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
が
ま
だ
十
分
に
分
泌
さ
れ
な
い
た
め
）
多
尿
型
と
、
尿
量 

中
の
尿
量
を
少
な
く
す
る
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
が
ま
だ
十
分
に
分
泌
さ
れ
な
い
た
め
）
多
尿
型
と
、
尿
量 

に
応
じ
て
膀
胱
が
膨
ら
み
に
く
い(

膀
胱
機
能
に
か
か
わ
る
自
律
神
経
の
発
達
の
遅
れ
に
よ
る)

膀
胱
型 

に
応
じ
て
膀
胱
が
膨
ら
み
に
く
い(

膀
胱
機
能
に
か
か
わ
る
自
律
神
経
の
発
達
の
遅
れ
に
よ
る)

膀
胱
型 

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
成
長
と
共
に
両
機
能
は
必
ず
整
い
、
夜
尿
は
自
然
治
癒
し
て
い
き
ま
す
。 

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
成
長
と
共
に
両
機
能
は
必
ず
整
い
、
夜
尿
は
自
然
治
癒
し
て
い
き
ま
す
。 

個
人
差
の
大
き
い
治
療
時
期
は
治
療
に
よ
っ
て
早
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ま
ず
小
児
科
で
夜
尿 

個
人
差
の
大
き
い
治
療
時
期
は
治
療
に
よ
っ
て
早
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ま
ず
小
児
科
で
夜
尿 

の
タ
イ
プ
と
重
症
度
（
年
齢
と
夜
尿
回
数
）
を
見
極
め
て
も
ら
い
、
め
い
め
い
に
合
っ
た
治
療
で
気
長 

の
タ
イ
プ
と
重
症
度
（
年
齢
と
夜
尿
回
数
）
を
見
極
め
て
も
ら
い
、
め
い
め
い
に
合
っ
た
治
療
で
気
長 

に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
宿
泊
行
事
参
加
の
際
に
は
、
今
ま
で
で
一
番
効
い
た
薬
を
用
い
、
夜
間
に
そ
っ 

に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
宿
泊
行
事
参
加
の
際
に
は
、
今
ま
で
で
一
番
効
い
た
薬
を
用
い
、
夜
間
に
そ
っ 

と
起
こ
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
失
敗
し
た
ら
他
の
子
が
起
き
る
前
に
着
替
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま 

と
起
こ
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
失
敗
し
た
ら
他
の
子
が
起
き
る
前
に
着
替
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま 

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

赤
い
聴
診
器｢

病
気
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ｣ 

小
児
科
医 

土
屋
邦
子
著
よ
り 

赤
い
聴
診
器｢

病
気
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ｣ 

小
児
科
医 

土
屋
邦
子
著
よ
り 

◎
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 

◎
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う
◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
◎
お
医
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う 
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問
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場
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習
隊
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塾
長 

守
田
連
雲
子
宅
（
℡
、Fax

 07
9-4
35-
182
8

） 

米山小児科（℡078‐943-0135） 

⊂診療案内⊃ 

午前 9 時～12 時 

午後 15 時～18 時 

水・金曜午後及び日曜、祝日休診 

第 2、4土曜午後休診 

第１、3土曜 13 時～15 時診療 

くろだ小児科（℡079‐430-2111）

⊂診療案内⊃ 

月～土 9時～12 時 

月･火･水･金 16 時～18 時 15 分 

火･金 予防接種、水曜乳児検診 

休診日 木･土午後、日、祝祭日 

〈但し第 3木曜は全休〉 



平成 20 年度 「心」そだち場楽習隊塾 事業結果報告書 

月 日 時 間 事業実施内容 実施場所 対象参加者数 スタッフ 

9 9：00～12：30 コアラだっこＧ子育てトーク他 特別研修室 親子7組／14人 村上・守田 

12：30～13：30 乳児健診つうしん配布 福祉会館 抱かれるこどもはよい

子に育つ 30組 

守田 11 

14：00～18：00 つうしん配布準備、打合せ 公民館ロビー  村上・西山・守田 

15 15：00～18：00 健康フェア参加、打合せ 公民館ロビー  村上・西山・守田 

28 14：00～17：00 健康フェア参加,準備 公民館ロビー、自宅  村上・多木・守田 

4 

29 8：30～17：00 健康フェア であい公園 6歳まで約300人 8人 

11 12：00～17：00 19年度報告準備 公民館ロビー  村上・守田 

13 10：00～13：00 つうしん配布準備 公民館ロビー  守田 

14 12：30～13：30 乳児健診つうしん配布 福祉会館 抱かれるこどもはよい

子に育つ 30組 

守田 

15 9：00～13：30 コアラだっこＧ子育てトーク他 特別研修室 親子10組/20人 佐伯・村上・守田 

20 13：00～15：30 つうしん配布準備 公民館ロビー  守田 

28 15：00～17：00 5/31の集まりについて（村上） 公民館ロビー  村上・守田 

5 

31 13：00～16：00 「いのちと性」ビデオ(村上） 和室 親子9組／20人 6 

2 12：30～15：30 塾生会議 第１研修室 会計(欠） 8 

7 14：00～17：00 リニューアル資料の内容検討 公民館ロビー  村上・守田 

9 14：00～17：00 つうしん原稿リニューアル 公民館ロビー  村上・守田 

10 14：00～17：00 つうしん原稿リニューアル 公民館ロビー  村上・守田 

9：00～13：00 コアラだっこＧ子育てトーク他 特別研修室 親子7組／15人 村上・守田 

12：30～13：30 乳児健診つうしん配布 福祉会館 抱かれるこどもはよい

子に育つ 30組 

村上・守田 

11 

14：00～18：00 つうしん原稿リニューアル 公民館ロビー  守田 

16 14：00～17：00 資料作り(40組)播磨南高校へ 公民館ロビー  守田 

17 9：00～12：０0 幼児と遊ぶ 播磨南高校 親子7組/14人 守田 

19 13：30～18：00 打合せと資料作り 公民館ロビー  安福・守田 

13：00～17：00 コアラだっこＧ子育てトーク 和室 親子6組/13人 村上・守田 

6 

28 

13：00～17：00 フォーラム 「こどもの救急」 加古川市民会館  安福 

6  黒田先生、安福氏より原稿 村上宅 夢つうしんＮ０14 村上 

7～8 つうしん原稿(案)打合せ  村上・守田 

9：00～12：０0 コアラだっこG安福氏報告(6/28) 特別研修室 親子9組/18人 安福・村上・守田 

12：30～14：00 乳児健診夢つうしん配布 福祉会館  守田 

9 

13：30～18：00 夢つうしん印刷、配布準備 公民館ロビー 病気の時こそ 村上・守田 

13：30～15：30 コアラだっこＧ手話歌の練習 和室 親子７組/15人 

手話サークル3 

佐伯・村上・守田・ 

多木 

7 

26 

13：30～18：00 つう印刷、配布準備 公民館ロビー  村上・守田 



 

6 12：30～14：00 乳児健診つうしん配布 福祉会館 抱かれるこどもはよい

子に育つ 30組 

守田 

13：30～16：30 コアラだっこＧ 

こどもプールで水遊び 

和室、中庭 6組/13人 山本・村上・守田・ 

多木 

20 

16：30～18：30 つうしん配布準備 公民館ロビー  守田 

8 

3 14：00～18：00 播磨南高校寿大学生と会議 第５研修室  守田 

5  米山先生他原稿印刷、準備 公民館ロビー Ｎ０15（子どもの幸せ） 村上 

6  資料作り 自宅  守田 

9  資料作り 自宅  守田 

9：00～12：30 コアラだっこＧ 

トイレットトレーニング 

和室 親子7組/15人 山本・村上・守田・ 

多木 

10 

12：30～14：00 乳児健診つうしん配布 福祉会館  守田 

19 14：00～18：00 つうしん資料作り 公民館ロビー  村上・守田 

9 

27 13：00～16：00 コアラだっこＧ子育てトーク 和室 親子5組/12人 山本・多木・村上・ 

守田 

7 14：00～18：00 つうしん配布準備 公民館ロビー  守田 

9：00～13：00 コアラだっこG 

ミュージックサロン 

特別研修室 親子5組/11人 

講師：渡辺 

山本・村上・守田・ 

多木 

12：30～14：00 乳児健診つうしん配布 福祉会館 夢つうしんＮ０15 守田 

日本文化の集いのポスター 幼稚園、保育園  

8 

14：00～17：30 

プログラム配布 コミセン、学童  

村上・多木・守田 

子育てグループ他へメール便  西山・守田 9 14：00～17：30 

発送準備、資料プログラムのメール便（29件）   

10 14：00～18：00 日本文化の集いの配布用資料作り 公民館ロビー  守田 

15 14：00～17：00 日本文化の集い 土屋先生講演準備 公民館ロビー  守田 

23  日本文化の集いの打合せ 公民館ロビー  村上・守田 

24 12：30～13：30 日本文化の集い準備 

おからクッキー、風車づくり 

公民館ロビー  多木、村上・守田 

25 9：00～17：30 日本文化の集い(播磨南高校） 大ホール、ロビー 親子７組/18人 

学童他30人 

7（広） 

9：00～12：30 子育てフォーラム 

 小児科医土屋先生講演 

中央公民館 

視聴覚室 

親子6組/12人 

他13人 

サポーター５ 

11 

10 

28 

13：00～15：30 塾生研修会、土屋先生を囲んで 第２研修室 塾生 11 

1 9：00～14：00 大中遺跡祭り行列 大中遺跡公園 親子10組 6 

10 13：00～15：30 夢つうしん発行準備 公民館ロビー  安福、村上・守田 

11 13：00～18：00 つうしん配布準備（子どもとメデ

ィア） 

公民館ロビー   

9：00～12：30 コアラだっこＧ子育てトーク 特別研修室  多木、村上・守田 12 

12：30～14：30 乳児健診つうしん配布 福祉会館 25 守田 

22 8：30～17：00 自然体験研修 子どもの館（姫路） 18 5 

11 

27 8：30～18：00 両親教育インストラクター研修会 うれしの台生涯学習 

センター 

村上・守田  



 

4 9：00～13：00 夢つうしん幼稚園へ配布準備 公民館ロビー 村上・守田 6 

9 8：00～9：00 各幼稚園前で夢つうしん配布 各幼稚園前 安福・笠原・多木・福井・西山・村上・守田 

12：30～14：00 コアラだっこＧクリスマス準備 特別研修室 親子9組/20人  10 

9：30～12：00 乳児健診つうしん配布 福祉会館 25 守田 

12 12：30～14：00 3歳児健診つうしん配布 福祉会館 25 多木 

8：30～13：30 クリスマス会 

ボクもわたしもサンタさん 

大ホール 

和室 

親子７組/15人 6 20 

13：30～16：00 講演会 丸山尚子氏 

子どもの生きる力は手で育つ 

神戸市兵庫区 

ニューポート大学 

西山・村上・守田  

12 

27 年賀に代えて お母さんと呼ばれているあなたへ 守田より コアラＧ・関係者へ 塾生へ 

9：30～13：00 新年の集いコアラだっこＧ 和室 親子７組/16人和室 多木、村上・守田 7 

13：00～16：00 夢つうしん発行準備 公民館ロビー  多木、村上・守田 

12 14：00～17：00 夢つうしん発行準備 公民館ロビー  守田 

13 14：00～17：00 「朝ごはんは大事だよ」配布準備 公民館ロビー 夢つうしん17号 多木・守田 

14 12：30～14：00 乳児健診つうしん配布 福祉会館 25 多木 

16 12：30～15：00 3歳児健診つうしん配布 福祉会館 25 守田 

10：00～13：30 コアラだっこＧ子育てトーク 和室 親子5組/12人 5 

1 

24 

13：30～18：00 公民館地下倉庫の整理 倉庫  多木、村上・守田 

9：30～12：30 コアラだっこＧ子育てトーク 特別研修室 親子7組/15人 多木、村上・守田 4 

12：30～14：00 「朝ごはんは大事だよ」配布 福祉会館 乳児検診25 村上 

13 12：30～14：00 「朝ごはんは大事だよ」配布 福祉会館 3歳児検診25 多木 

9：00～13：00 子育てフォーラム勝木先生 

｛新聞紙で遊ぼう」 

大ホール 30人 勝木先生 

2 

 

14 

13：00～15：00 勝木先生を囲んで塾生の集い 特別研修室 河村・福井・・山本・瀧本・下垣・多木・村上・

西山・守田 

4 13：30～15：30 米山先生のお話 南部支援センター 10  

6 13：30～15：00 公民館まつりバザー準備 視聴覚室 3組 村上 

7 9：00～15：00 公民館まつりバザー参加 視聴覚室 3組 5 

9 13：00～18：00 夢つうしん発行準備 公民館ロビー 黒田先生（Ｎｏ18） 多木、村上・守田 

10 14：00～18：00 夢つうしん発行準備 公民館ロビー お父さんへの育児アド

バイス 

守田 

9：30～12：30 コアラだっこＧ子育てトーク 特別研修室  多木、村上・守田 11 

12：30～14：00 乳児健診つうしん配布 福祉会館 乳児検診25 守田 

13 12：30～14：00 3歳児健診つうしん配布 福祉会館 3歳児検診25 多木 

22 9：30～12：00 成果発表会タウンミーティング 視聴覚室 瀧本・西山・村上・守田・山本・下垣・多木 

25 9：30～13：00 音楽を楽しく 渡辺先生と 特別研修室 親子8組/19人 渡辺先生、5 

27 14：00～18：30 つうしん抱かれる子どもはよい子

に育つ 

公民館ロビー１研 再編、発行 多木、村上・守田 

＊夢つうしん（Ｎｏ14～19）を入れるポケットハンガー作り 

   黒田医院、米山医院 福祉会館で活用 

笠原 

3 

＊楽習の証  ボランティアおひさまグループ 

   コアラ抱っこグループ塾関係者  塾生へ 

  笠原 



 


